
“選べる”を信じる、
僕らとあなたの
集合場所へ。
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一般社団法人

「人生は選べる」

・・・そんなわけないじゃないか。

どこで生まれるのか、

どこで育つのか、

誰と出会うのか。

自分で選べないことが、

自分の人生を決めている。

この世界は不平等だ、

そう思っていた。

だけど僕たちは、

今を、未来を、どう生きるかは、

いつだって自分で選ぶことができると知った。

もちろん人生には、自分で選べないこともたくさんある。

事実はひとつでも、解釈は無限大。

僕たちは、自分の人生を、自分で選んでいく。

だから今、僕たちはこう言える。

「それでもなお、人生は選べる」



ビジョンのアップデートに伴い、ロゴの刷新を行いました。それでもなお人生を選んでいく、と思えるような機会をつ
くりたいという私たちの意思、空に高く伸びる発射台、そしてハッシャダイソーシャルの頭文字「ハ」をモチーフに、コミュ
ニケーションが活性化させられるようなシンプルなロゴにリニューアルしています。

ハッシャダイソーシャルが関わる人・コトは、
日々急速に広がっています。
でも、どんな場所でも、どんな人たちとでも
はじめかたは変わらないはず。
まずは目線を合わせること。
そして、一緒に楽しむこと。
他人ごとではなく、自分ごと。
若者も、大人も、日々挑戦している場所。
関わることで、自然と顔があがる。
気持ちも体も上を向ける。

コーポレートロゴを刷新しました！022023
news

LOGO

STORY

社会的な役割や意義にとらわれすぎず
楽しく創造的な事業を通じて
元気を生み出す。playful ♥

これまで「Choose Your Life - 全ての若者が自分の人生を自分で選択できる社会を実現する。」というビジョンを掲げ
ていましたが、2023 年 12 月に「Choose Your Life ! それでもなお、人生は選べる。」というビジョンへのアップデー
トを行いました。また、ビジョンの実現のために私たちが発揮する価値をValue として定めました。高校生若者の「ひ
とりひとりの “元気” をあきらめない。」の実現のために、私たちが大事にしたい考え方をまとめました。

常に前向きに物事を捉え、
未来のためのアクションを通じて
元気を生み出す。positive !

情報だけではなく、移動や対話といった
体温のある活動を通じて
元気を生み出す。physical

Visionを刷新し、Valueを策定しました！012023
news

今年も全身、全霊、全力で駆け抜ける
ことができました！振り返れば沢山の

新たな挑戦を行った年でした。
立ち止まるとき、悩むときも
ありましたが、この 1年は
これからの未来にとて
も重要な1年になった
と思います。2024
年は選択と集中！い
つも本当にありがと
うございます！

「CHOOSE YOUR LIFE FES #18
歳の成人式」や『騙されない為の教科
書』、「HASSYADAI Teachers' 
Forum」に、出版…。たくさん
のことがありました。みなさん
の応援があったから、今年も
たのしく走りきることがで
きました！心から、ありが
とうございます。

代表理事  勝山 代表理事  三浦

それでもなお、人生は選べる。

「Choose Your Life ! 」を掲げて生まれた HASSYADAI Social 。

すべての若者が自分の人生を自分で選択できる社会は、

あなたにとって、僕らにとって、どんな場所だろう。

何をしたいか、どうありたいか、誰とどこにいたいか。

自分の選択にどんな価値があるかは、自分だけにしかわからない。

でも、それがいい。

社会のため、なんて大きな荷物を背負わなくても、

あなたが元気になることで、前を向ける人がいるかもしれない。

そんな人がひとり、またひとりと増えていく。

ほら、社会はいつだってあなたの未来から変わっていく。

Choose Your Life ! それでもなお、人生は選べる。VISION

ひとりひとりの “元気”をあきらめない。MISSION

positive  /  physical  /  playfulVALUE
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日本では、地域によって学力、進学率、就職率、所得などに明確な差があります。生まれた家庭環境
の経済状況でもそれらの差は生じるとともに、学校外の教育や体験活動の機会の差分にも繋がり、
これらは「教育格差」や「選択格差」と呼ばれています。地方にいるから選択肢がない。経済的に困
難だから選べない。環境は変えられないかもしれないけれど、一歩踏み出すと出会えるひと、機会
がある。1人ひとりの可能性が閉じていかぬよう、私たちは全国の高校生や若者、教育機関にアプロー
チします。

高校生や若者の“選べなさ”にある背景のうち
私たちが解決に取り組むのは次の2つです。私たちが解決したい課題

経済や生まれた地域などの構造の課題01
キャリア（≒未来）の選択において鍵とされる「自己効力感」。自己効力感とは「自分ならうまくで
きる」と自分の可能性を認知している状態を指し、進路選択だけではなく、粘り強さや打たれ強さ
に繋がるとともに、幸福感を高めると言われています。一方、内閣府の調査では中高生の半数以上が
「自分はダメな人間だと思うことがある」という意識であることが明らかになっています。私たち
は、若者の心に火を灯し、背中を押す存在であるとともに、安心して挑戦と失敗をできる機会と居場
所をつくります。

心の中の「自分にはできない」の障壁の課題02

HASSYADAI social
Vision Map

講演#照らす

全国の高校や児童養護施設、少年院などで、高校生若者に「Choose Your 
Life !」のメッセージを届けます。それぞれの状況やニーズ、“選べなさ”に
ある背景に合わせたメンバーが現地またはオンラインで講演を行います。

project: ZENKAI #灯す

「一歩踏み出したい」そんな15-18歳の若者を対象としたオンラインプロ
グラム。社会人や大学生もメンターとして参加する場で、自分や他者の
「らしさ」を対話で見出しながら、チャレンジへの背中を押しています。

CHOOSE YOUR LIFE FES
#18歳の成人式 #灯す

成人を迎えた 18 歳の若者たちに向けて、自分の人生を
自分で選んでいくための「人生のお守り」を手渡してい
きます。ライブ、ゲストトーク、対話を通じて、種火を
点し、育て繋がる。未来を開き、未来を支える成人式です。

お仕事図鑑 #照らす

様々な業界、企業、ひとの伝統、文化、志を次世代の高校生に継承して
いくワークショップを提供しています。興味のある業界、企業、ひとと
出会ったら、弟子入りもできるプログラムです。知らなければ、選択は
おろか、興味を持つことさえできません。様々な出会いを通じて選択肢
を知るとともに、主体的な選択をサポートしています。

ヤンキーインターン#灯す

困難な状況にある18 -29 歳の若者を対象とした半年間のインターンシップ
プログラム。東京での住まいとともに、社会人として必要なスキル・考え方
を学ぶ研修と、仲間を無償で提供し、自律的な進路選択を支援します。

スナックハッシャダイ#薪をくべる

高校生や若者に、日々向き合う先生方の、明日の元気と活力をチャージ
する場所です。ゆるく集い、語り合い、分かち合い、支え合う。スナッ
クという場を通じて、先生の心に薪をくべる居場所を作っています。

HASSYADAI social は、経済的困難や生まれ育った地域といった外的要因だけ
ではない、“それぞれの選べなさ” と向き合う団体です。かたちは違えど、すべての人
の心のなかには、あたたかな灯火があると私たちは信じています。その灯火は今日の喜
びや悲しみを味わう心であり、未来を想像し選ぼうとする心です。ときには風にさらさ
れ消えかかってしまうこともあれば、灯し方が分からなくなることもあるでしょう。
私たちは、自分の火を灯しながら、灯りとなり、熱となり、ともに迷う仲間として、
“あなたの元気の力になりたい。そうすれば始まるものがあるはず。” という
想いで、活動しています。



STAFF COMMENT 森本
ハッシャダイスクールは様々な場所に足を運び「人生は選べる」と思える体験や出会いを届けています。高校生がこ
れまで知らなかった生き方や働き方、職業と出会い、興味をもった高校生が一歩を踏み出せるような体験を高校の先
生方と一緒に届けます。こんなに楽しく人生を歩んでいる大人がいるんだと思ってもらえるよう、これからも「自分
を信じてくれる、自分の心を動かすような大人との出会い」の価値を信じて、機会を全国に届けていきます。

ハッシャダイスクール2023年度の成果

Outcome

Output

お仕事図鑑では、業界のイメージが変化したという声や、
働くことが身近に感じ、将来の不安が少しなくなったと
いった感想が届きました。業界や企業に興味をもった高
校生が、会社見学に参加し、働くイメージや進路選びの
ヒントになる取り組みを複数回実施しました。

VOICE 参加生徒の声

今日の講演は、自分の将来や目標をみつけるためのとて
もいい勉強になりました！高卒でもつける仕事はあるの
か、ほんとにこの仕事でもいいのか、自分に向いている
のかと、不安だったけど日本にはたくさんの企業があっ
て、目標がみつからないのはそのほとんどを知らないか
らということを教えて貰ったので、私も自分の将来につ
いてたくさん考えていきたいなと思いました。

物流のことについて初めて知り、仕事のやりがいを感じ
る場面は何なのかなど様々なことを聞けました。とても
分かりやすく物流業界に興味を持つことができたため自
分の人生の選択肢の一つを作ることができた体験でした。 
今後働くときの参考にもなりました。

環境とかの問題で諦めている人とか自分も、もしかしたら
そういうことになるかもしれないけど、ちょっとしたこと
で、人生が大きく変わるかもしれない。人との出会いで変
わるかもしれない。大きくなったときにそのちょっとした
奇跡を信じて生きていきたいと、この講演で思いました。

25都道府県83校にて講演を実施

お仕事図鑑
45回

2022 2023

560%
UP!

講演
180回

209%
UP!

2022 2023

90%

実施回数の推移

満足度

お仕事図鑑

2023年度のトピック・2024年度の目標

活動概要
『「知らないから選べない」をなくす。』をテー
マに、様々な業界、多様な大人の志や職業
観との出会いを通じて、“Choose Your 
Life !＝自分の人生を主体的に選択できるこ
と” を目指すキャリア教育プログラムです。

活動の目的
学校生活だけでは出会えない“かっこいい大
人”を知り、自身の持つ選択肢と可能性を拡
げます。業界や職業だけでなく志や想いを
知ることで、自身の生き方について考え、学
校以外でも相談できる大人との関係を増や
すことを目指しています。
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2023年度は、保険、介護、電気工事など10業界以上の企業様のご協力のもと、多様な業界の知識やそこで働く大人との出会
いを高校生に届けることができました。また、これまでは通信制高校のみでの実施でしたが、公立高校を含め、全国様々な高
校に年間 45回プログラムを提供しました。来年度は、さらに多くの高校へのプログラム提供を目指すとともに、さらに興味
や関心を育む会社見学や座談会などの機会を増やしたいです。

#企業協賛型

キャリア支援活動

お仕事図鑑で業界や企業に興味をもった高校生が、より自分
の興味を深められるよう、キャリア支援活動を実施していま
す。本年度の会社見学では、オフィスでの業務説明や、社員
様のインタビューを実施し、実際に企業への入社を志望し内
定を得た高校生もいました。求人票一枚の情報で、進路を選
択せざるを得ない高卒就職。高校生の「働く」の解像度を少
しでも高められる時間にしたいです。

焚き火企画

焚き火を囲みながら、高校生とともに大学生や多様な大人が
人生について対話する焚き火企画。2023年は、株式会社鈴
木商会のご協力のもと、北星学園余市高等学校で秋冬2回実
施しました。高校生からの「将来が少し楽しみになった」「自
分の進路の参考になった」などの感想に加え、ゲストからも
自分自身の仕事のやりがいやキャリアを振り返るきっかけに
なったというコメントがありました。

Choose Your Life講演 #寄付型

2023年度のトピック・2024年度の目標

活動概要
「どんな環境からでも、あなたは人生を選べ
る。」というメッセージを、全国の高校や少
年院、児童養護施設に講演形式で無償で届け
ます。研修を受けたスタッフからニーズに
合った講演者を選定し、現地またはオンラ
インで実施しています。

活動の目的
1人でも多くの若者に、様々な生き方やロー
ルモデルとなる大人との出会いを届け、「自
分の人生を選べる」と自信をもって思える未
来をつくっていきます。講演を通じて、自
己選択の大切さや挑戦のきっかけづくりを
目指しています。

01

2023年度はより広く講演を届けることを目標にし、結果、2 万人超の高校生に「Choose Your Life !」を届けました。満足
度も90％を越え、なかには project : ZENKAI や 18歳の成人式の参加など、一歩を踏み出した若者もいます。来年は取組数だ
けでなく、高校生の様々な選択肢や出会いと、背中を押す環境作りに注力します。お仕事図鑑や project : ZENKAI など別の
プログラムへの導線を工夫したいです。

HASSYADAI school
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高校教諭 HASSYADAI 
social

先生方の共感、協力なくしては実現ができない HASSYADAI social の軸で
ある「school 事業」。都市部と地方部、進学校と進路多様校という環境の異なる
現場で日々高校生と向き合う先生方と改めて高校生若者のイマについて考える。

Choose Your Life!の
“純”なベクトルについて

藤井靖香 ／ 市立札幌大通高校
保健体育科教諭 キャリア教育推進部長
北海道出身。ドキドキとワクワクを感
じられる仕事がしたい。大切なのは健
康な心と体、そして人とのつながり。
趣味はホットヨガと温泉。

横山大基 ／
埼玉県立大宮高校 国語科教諭
協調学習マイスター。哲学科卒。より
よい世の中をみんなでつくりたい。「生
きのびる」だけじゃなく、「生きる」た
めの国語を日々模索中。叫んで、美味
い飯食って、風呂入って、よく寝る！
それがだいじだとおもう。

三浦　なるほど、ちょうどいいやつらだと。
藤井先生　午前・午後・夜間で生徒の毛色が
ちょっとずつ違うことも見極めて講師を選定
していただけるところとかも、いいなって思
います。
三浦　僕らも誰のどんな言葉が届くんだろ
うっていうのは気をつけているので、それを
喜んでいただけるのは嬉しいです。先生から
も午前は三浦さん、午後は森本さんって依頼
をくださるのも嬉しい。
藤井先生　それは私だけではなく、うちの先
生方も生徒に聞いてもらいたくて必死で考え
ています。毎年ずっと聞いてますけどちょっ
とずつ話が違うんですよね。
三浦　僕らも変わり続けているよと。いやあ、
嬉しい。当初は進路多様校にロールモデルと
して呼んでいただくことが多かったんですけ
ど、この数年で進学校からのご相談も増えて。
それがまさに大宮高校でもあるのですが、横
山先生は何を期待してくれているんですか ?
横山先生　最終的にほとんどの子は大学受験
をするので道としては講演前後で変わらない
かもしれないんですけど、ハッシャダイソー
シャルの話を聴くと、それがなんとなく乗っ
てたレールから、ちゃんと自分で選んだ道に
なり、そして気が楽になっている感じがしま
す。講演で外の世界を知り、ここ以外にも道
があるって思えて気持ちが軽くなるんです。
最初の取り組みでは高校 3年が志望校を決め
た10 月に、学歴や仕事など多様な人をたく
さん呼んでもらいました。講演後に一部の生
徒がゲストそれぞれに話を聴きに行ってい
て。そこで残った子たちは卒業後に「あの講
演が面白くて自分が選択肢を与えられたとき
の選び方が変わりました。」って話してくれ
たんです。大学生になってからも影響してい
る講演ってあんまりないと思います。

僕らの魅力？

三浦　もっとくれみたいになっちゃうんです
けど（笑）、僕たちにしかない魅力があると
したらそれは何だと思いますか？僕らも分
かってなくて教えていただきたくて…。
横山先生　僕はChoose Your Life ! という
メッセージが大きいと思います。普通、団体
の理念ってその団体が実現したい社会像に目
標を置くと思うんですけど、Choose Your 
Life!は子どもたち自身に向かってるというか。
藤井先生　たしかに。正解はこれです、とい
う専門知識に基づいた講演ではなく、ハッ
シャダイは、受け取る子がどうとるかを決め
られるんですよね。あとは学校事情ですけど、
無料なのも魅力。
三浦　この記事を見てくださる支援者の皆さ
まあっての活動ですが、藤井先生から、例え
ば給食費さえ払えないご家庭から先生たちが
さらにお金を集めるってストレスがかかるか
ら、結局プログラムを導入しても継続できな
いという話を聞いて、僕らは学校から費用を
いただないことを決めたんですよね。先生た
ちにはいろんな障壁があるから、せめてお金
の壁はなくして先生たちのチャレンジをサ
ポートしたいって。
横山先生　別の話ですが、スナックハッシャ
ダイの存在も魅力。教員同士だったり、東大
の教授の方やミアヘルサの社長さんと繋いで
いただいて。お二人にはその後、学校で講演
していただけました。生徒だけじゃなく僕自
身、教員自身にも外の社会に繋がる窓を見せ
てくれるのがありがたいです。
三浦　生徒の日々の顔色を見て声かけしてっ
ていうことは僕たちにはできない。一方で、
先生たちは外部のひとと出会いづらいけど、
僕たちは仕事上、出会える。そういう役割は
意識しているつもりです。

横山先生　先生ラブ ! 学校リスペクト ! とこ
ちらにも託してくれるのがいいんですよね。
藤井先生　うん、そうそう ! こっちの事情を
汲んで、教員を立ててくれるんですよね。
三浦　無償だからこそ、先生は営業相手では
なく仲間で。支援者の皆さんのおかげで、若
者のことを100%で考えられるのは、あるの
かなって思いました。
横山先生　だから“純”すぎて怪しいのかもし
れない（笑）。

最後に、リクエスト

三浦　これからのハッシャダイソーシャルへ
の要望も最後にぜひ !
横山先生　学校とタッグを組む仕組みがほし
いです。僕の仕事ではあるんですけど、僕が
異動したら講演がなくなるリスクがある。仕
組み的になにか繋がりを持ち続けられるシス
テムがあれば。あとは元気でいてほしい（笑）。
藤井先生　講演に来てくださる皆さんも年を
重ねていって。でも、生徒の年齢層はずっと
変わらない。最初22、3歳で講演に来てもらっ
たときと、いまが違うように、あと 5 年経っ
たらどうなるんだろうって。同じものは求め
続けられないのかなと。でも、ハッシャダイ
はハッシャダイであってほしいというか。私
たち教員も 20代の時に出来たことと、40 歳
を過ぎてからの生徒への向き合い方って全然
違うんですよね。距離感が違う。その距離感
なりのハッシャダイソーシャルでやってほし
いです。
三浦　ありがとうございます。まさに僕らの
課題と大事にしたいことを両方言っていただ
いて。お前たちがお前たちであり続けろって
いうことを期待し続けていただけるってのは
めちゃくちゃ嬉しいです。大宮も、北海道も
またちゃんと行きます。

北海道、埼玉、
それぞれの高校生と悩みと

三浦　年度末のお忙しい時期にお時間いただ
きましてありがとうございます！お二方とも
久々にお会いできて嬉しいです。では早速、
勤務されている高校の特徴を藤井先生から教
えていただけますか ?
藤井先生　大通高校は開校して16 年目の比
較的新しい札幌の市立高校です。午前・午後・
夜間に分かれた多部制定時制高校で、全校生
徒は1,100～1,200人ぐらい。進路も就職や
アルバイト、国公立大学への進学まで、どん
な進路も目指せるようなカリキュラムです。
中学校まででの不登校の経験や朝から登校す
るのが難しい生徒、アルバイトをしたい生徒
など様々な事情のある生徒が通っています。
それ以外にも年間で 30 人ぐらい転入学生を
受け入れていたり、母国語での試験が可能な
ので年に5名ほど海外にルーツのある生徒も
受け入れてます。私服校なので頭髪やピアス、
化粧の制限もなく、いろんな格好で学校に来
ます。
三浦　では全日制の大宮高校についても横山
先生おしえていただけますか ?
横山先生　いわゆる進学校で偏差値は 72 ぐ
らいです。ご家庭もしっかりケアしてくれる
ケースが多いですかね。埼玉は少し特殊で、
公立でも男子校、女子校で分かれているんで
す。大宮高校はかつて男子クラス・女子クラ
スに分かれていましたが、約 20年前に完全
共学化しました。勉強一筋でがんばっている
生徒もいますよ。
三浦　恵まれたご家庭の子どもたちが多い大
宮高校と、どちらかというと様々な困難を抱
えたご家庭や子どもたちの受け皿である大通
高校。藤井先生と横山先生、それぞれ現場か
らみえる高校生のリアルな悩みをぜひ聴いて

みたいです。
横山先生　一生懸命勉強するのが価値軸の大
半になっていて、それが心理的なプレッ
シャーになってしまっている状況があるのか
なと思います。点数の 1・2 点、順位の 1・2
番で心から悩んでしまうことも。一生懸命で、
本気だからこそ、まあどうにかなるかと割り
切れない状況にはあるのかなと。
三浦　「いい大学に行かなきゃ」という価値
観は昔からあると思うんですが、SNSや時代
によっての変化は感じますか ?
横山先生　あります ! 受験アカウントとか受
験コミュニティが SNS上にあって。自分と
違う環境のところに飛び込むのではなく、置
かれた状況をより煮詰めた空間に入って、考
えを強固にしてしまうみたいな。
三浦　友達の努力をモチベーションにするた
めに、そのコミュニティに入ったらみんなが
勉強してることが見えて疲れてしまうという
…。藤井先生はどうですか ?
藤井先生　高校に来てる目的がそれぞれなの
で、1,000人いたら1,000人違うんじゃない
かと。教員では図り知れない生徒の悩みは
いっぱいあるんじゃないですかね。
三浦　先ほどの話で、SNSの登場でなにかこ
の10年で変わったことはありますか ?
藤井先生　私はこの学校に10 年勤務してる
んですけど、大して変わらないかなって。昔
のように表だって悪いことをする子やわかり
やすい非行とかはないですよね。みんなとっ
てもいい子なんですよ。
三浦　社会全体の傾向として、2022年の高
校生年代の自殺者数が過去最多になるといっ
たデータもこの数年で出てきましたが、それ
は調査によって顕在化したくらいの感じです
か ?
藤井先生　大通高校が倍率のある定時制でい
られるのは、多少関係しているというか、ニー

ズがあるんだろうなと思います。あとは定時
制や通信制に対して、世の中の抵抗感は減っ
たのかな。高校を4 年で卒業する生徒も少し
増えていて、生徒も親御さんもみんなと一緒
じゃなくても自分のペースでという考えもあ
るように思います。
三浦　点数で悩むという状況とは少し真逆に
も感じていて。そのあたりはどうですか ?
横山先生　自分の内側から自分のペースで
「がんばろう!」、と思えるのはすごくいいです
よね。生徒が社会通念を守らなきゃと思いす
ぎて苦しくなるケースもあるので。それだけ
じゃないんだよって言える場があるのはすご
くいいと思いますし、どう伝えるかはいつも
悩みます。
三浦　大通高校はその伝え方のバランス感覚
があるというか。
藤井先生　放っておくという感じはないんで
すよね。学校に来なかったら電話はするし、
ホームルームや行事も一応あるし。
横山先生　その緩やかな連帯が生徒の心の柔
らかな拠り所になるんですね。

ハッシャダイソーシャルの役割

三浦　僕たちとの取り組みについてもお話し
たいです。こんな怪しいヤツらに（笑）、どん
なピースを期待して依頼してくださってるん
ですか ?
藤井先生　教員ではできない話をしてくれる
だろうなって思ってます。それぞれ色々ある
かもしれないですけど、教員って学校に順応
して、経済的にもそこそこ恵まれて大学を出た、
真っ当な人生を歩んでいる。でも生徒は別に
大学に行くことも、学校に来るのも当然と思っ
てない。そこで私たちが喋っても意味ないだ
ろうなと。生の話を聞かせてくれる年齢が近
い人が私は必要だなって思ってたんですよね。



ヤンキーインターン04
活動概要
18 -29歳の困難な状況にある若者を対象と
した半年間のインターンシッププログラム。
東京での住まい、社会人基礎力や営業スキル
を育む研修、人生を通して信頼できる仲間と
の出会いを無償で提供し、進路選択をサポー
トします。

活動の目的
経済的困窮や社会的孤立などの困難な状況
にあり、現状を変えたいと思っている若者
の自律的な進路選択と経済的自立を支援。
非正規から正規への転換率の低さからも見
えるドロップアウトした場合の再挑戦の困
難さを解決します。

再開に合わせ、自身も地
元沖縄から東京に引っ
越しました。生まれた
地域、学歴に関係なく
「移動体験」を通して人
生の選択肢が広がる本
プログラムをより多く
の若者たちへ届けられ
るよう次
年度も邁
進してい
きます。

STAFF
COMMENT 玉城

2023年度のトピック・2024年度の目標
コロナ禍を機に休止していましたが、2023年11月より再開しました。インターン生が滞在できる
住居を関東近辺に確保しています。2024年 2月に、再開後初のインターン生1名が上京しました。
次年度は受入人数を拡大できるよう、まずは認知拡大から取り組みます。

#営利モデル#営利モデル

 with 愛知県豊田市
フルサトクエスト #行政受託モデル

2023年度のトピック・2024年度の目標

活動概要
豊田市産業労働課、豊田市雇用対策協会、
愛知労働局と共同で春・夏の年2回各3日間
で高校生向けインターンシップを実施して
います。高校生が地元企業を取材・撮影し、
企業の魅力発信ができる動画作成を行いま
す。

活動の目的
プログラムを通じ、高校生が自己理解や企
業理解の解像度を高め、離職率の低下、ミ
スマッチの是正を目指します。地元企業も、
自社の魅力を発信する機会になるとともに、
豊田市としても地域雇用確保による雇用安
定の実現を目指します。

03

今年度、過去4 年分、のべ 51社の動画をまとめた専用ページを作成しま
した。またページを活用し、動画の視聴や印象や感想を記入して学習を進め
ることができるワークシートを開発しました。豊田市内の高校4校に活用い
ただき、長期休暇中の課題や進路に関する補習に使用する動画教材として
利用されています。

STAFF COMMENT 伊邉
愛知県豊田市は僕たちが
生まれるずっと前から、
製造業とともに育まれた
街です。だからこそ、進
路選択に対する視野の狭
さや、風潮といった課題
を顕著に感じてきました。
今後も、僕ららしさ溢れ
る新鮮なアプローチを展
開していきます。

事業による成果

6回の実施で 51本の動画を作成し、

ONLINE JOB TOUR in とよた に掲載

VOICE 参加生徒の声

たくさんの人と関わること
が出来て、自分のコミュニ
ケーション能力をあげるこ
とができた。

自分の将来には無いし、考えたこともない選択肢を
今回この機会で知れて、すごく心から楽しそうに仕
事をしてて、私もそんなに大人になりたいと思いま
した！
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協
賛
と
は
、薪
。

夢
の
実
現
を
傍
で
見
る

支
援
の
カ
タ
チ
。

期
待
と
裏
腹
の
、

「
お
前
は
誰
だ
？
」の
最
初
の
出
会
い

勝
山
　
改
め
て
、
出
会
い
か
ら
振
り
返
っ
て

み
た
い
の
で
す
が
。
2
0
1
9
年
の
設
立
前

で
す
よ
ね
。

中
嶋
　
い
つ
も
ど
お
り
日
経
新
聞
を
見
て
い

た
と
き
に
、
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
の
記
事

を
見
て
。
採
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

し
た
い
な
と
思
っ
て
た
と
き
で
、
こ
れ
い
い

な
、
す
ご
い
な
っ
て
。
そ
れ
で
問
い
合
わ
せ

し
た
ら
「
行
け
て
半
年
後
で
す
ね
」
と
言
わ

れ
た
の
で
、冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
と（
笑
）。当
日
、

担
当
が
体
調
不
良
で
代
打
で
現
れ
た
の
が
勝

山
さ
ん
で
。
オ
イ
オ
イ
、日
経
に
出
て
た
じ
ゃ

な
い
か
と（
笑
）。そ
の
後
、見
学
に
も
行
っ
て
、

ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
で
の
連
携
が
決
ま
り
、

企
業
説
明
会
、
対
話
会
も
開
き
ま
し
た
。
面

接
に
も
来
て
も
ら
っ
た
も
の
の
人
事
で
通
ら

ず
。
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
を
継
続
す
べ
き

か
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
、
学
校
講
演
の
寄

付
の
提
案
が
あ
っ
た
の
か
な
。
そ
の
時
点
で

は
、
問
い
合
わ
せ
当
初
の
目
的
は
無
く
な
っ

て
い
て
。
こ
れ
ま
で
話
す
た
び
に
勝
山
さ
ん

と
三
浦
さ
ん
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
理
由
が

分
か
っ
た
と
い
う
か
。
本
当
に
や
り
た
い
の

は
こ
れ
だ
っ
た
の
か
と
腹
落
ち
し
て
。

勝
山
　
メ
デ
ィ
ア
を
き
っ
か
け
に
問
い
合
わ

せ
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
、
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン

タ
ー
ン
を
通
じ
て
の
採
用
と
い
う
目
的
が
あ

り
。
脳
裏
に
は
、
社
内
で
予
算
を
失
く
そ
う

と
話
題
に
挙
が
っ
て
い
た
講
演
を
続
け
て
い

き
た
い
想
い
と
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
自
分
が
い
て
。
中
嶋
さ
ん
は
、
お
会

い
す
る
た
び
に
問
い
を
投
げ
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

中
嶋
　
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
協
賛
も
し
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
と
に
か
く
相
手
の
や
り
た
い

こ
と
に
、
ツ
ッ
コ
ま
な
い
よ
う
に
し
た
い
ん

だ
よ
ね
。
興
味
が
無
さ
そ
う
に
し
て
い
る
方

が
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
持
論

が
あ
る
ん
で
す
。
い
い
意
味
で
興
味
が
な
い
。

『
だ
か
ら
い
い
』
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の
か

な
と
。

勝
山
　
そ
ん
な
上
手
な
ひ
と
と
の
距
離
感
は

ど
う
し
た
ら
手
に
入
れ
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う

か
。

中
嶋
　
自
分
は
父
親
を
亡
く
し
て
い
て
、
教

え
て
く
れ
る
人
も
い
な
か
っ
た
し
、
手
探
り

で
や
っ
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
か
ら
。
い
い

こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
い
や
な
出
会
い
も
た

く
さ
ん
あ
る
な
か
で
、
反
面
教
師
を
た
く
さ

ん
見
て
。
そ
れ
で
自
分
を
形
成
し
て
い
く
っ

て
い
う
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
か
ね
。

応
援
し
た
い
若
者
と
、

そ
の
先
に
存
在
す
る
高
校
生

勝
山
　
中
嶋
さ
ん
の
問
い
か
け
の
お
か
げ
も

あ
り
、
2
0
2
0
年
の
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー

シ
ャ
ル
と
の
設
立
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
協
賛
や
寄
付
に
も
い
ろ
ん
な
選

択
肢
が
あ
る
な
か
で
、
な
ぜ
私
た
ち
を
支
援

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

中
嶋
　
こ
れ
を
し
た
い
と
い
う
明
確
な
想
い

が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
応
援
し
ま
す
と
い
う
単

純
な
話
で
す
。
社
員
で
も
や
り
た
い
と
い
う

声
が
あ
が
る
こ
と
は
嬉
し
い
し
、
自
信
を
持

て
る
よ
う
に
し
た
い
。
た
だ
、
や
り
た
い
と

声
を
あ
げ
る
こ
と
は
勇
気
が
い
る
こ
と
。
こ

れ
が
や
り
た
い
ん
だ
！
と
強
い
気
持
ち
で
言

え
る
ひ
と
は
元
々
好
き
な
ん
で
す
よ
。

勝
山
　
た
し
か
に
当
時
を
思
い
返
す
と
、
貧

困
の
連
鎖
と
い
う
課
題
や
自
分
が
育
っ
た
境

遇
の
話
を
し
た
記
憶
は
あ
る
も
の
の
、
ち
ゃ

ん
と
ロ
ジ
ッ
ク
の
あ
る
話
を
で
き
た
わ
け
で

は
な
く
、
時
間
を
忘
れ
る
く
ら
い
想
い
を
伝

え
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
中

嶋
さ
ん
は
テ
ル
ヤ
電
機
さ
ん
も
ご
紹
介
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

中
嶋
　
ひ
と
に
ひ
と
を
紹
介
す
る
っ
て
す
ご

く
気
を
遣
う
ん
で
す
よ
ね
。
江
川
社
長
は
本

当
に
ひ
と
が
良
い
の
と
、
高
卒
採
用
に
積
極

的
で
あ
っ
た
の
で
頭
に
浮
か
ん
で
。
採
用
目

的
だ
け
だ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

交
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
な
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
、
と
紹
介
し
ま
し
た
。

勝
山
　
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
へ
の
寄

付
に
は
、
明
確
な
見
返
り
も
な
い
な
か
で
そ

こ
ま
で
し
て
い
た
だ
く
の
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
。

中
嶋
　
寄
付
し
つ
づ
け
て
い
る
企
業
は
何
か

し
ら
の
リ
タ
ー
ン
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

元
々
、
1
、2
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
る
し
、

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
も
組
織
化
し
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
話
は
ず
っ
と
し
て
い
た

ん
で
す
。
で
、
実
際
に
、
彼
ら
の
活
動
の
幅

が
広
が
り
始
め
て
。
惚
れ
込
ん
だ
ひ
と
の
想

い
が
形
に
な
る
変
遷
を
間
近
で
見
ら
れ
た
こ

と
は
、
リ
タ
ー
ン
っ
て
言
う
と
変
だ
け
ど
、

ま
あ
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。

勝
山
　
直
接
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
嶋
　
本
人
を
目
の
前
に
言
う
な
ん
て
恥
ず

か
し
い
な
（
笑
）。
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ

ル
の
社
会
的
影
響
の
話
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
ん
だ
け
ど
。
20
、
30
代
が
活
躍
す
る
社
会

に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
て
。
た

と
え
フ
ィ
ー
ル
ド
が
違
っ
て
も
、
勝
山
、
三

浦
と
い
う
2
人
の
若
者
、
同
世
代
が
や
り
た

い
こ
と
を
熱
意
を
持
っ
て
形
に
し
て
い
る
こ

と
が
、20
代
に
と
っ
て
は
刺
激
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
と
。
限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は

な
っ
て
い
る
け
ど
、
う
ち
の
社
員
も
引
き
合

わ
せ
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
刺
激
を
受
け
て
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ヤマト電機株式会社
代表取締役社長 ／ 中嶋冬彦様

HASSYADAI 
social ／ 勝山恵一



理解度満足度

2023年度のトピック・2024年度の目標

活動概要
若年層をターゲットにした詐欺や悪徳商法
に関する「騙されない為の教科書」を制作し、
全国の若者への無料配布、出張授業を行い
ました。詐欺や悪徳商法の実態や、被害に
遭わないために注意すべき点、万が一被害
にあってしまった場合の対応を学ぶことが
できます。

活動の目的
10-20代の若年層をターゲットにした詐欺
や悪徳商法の被害が増加しています。成年
年齢の引き下げにより、クレジットカードの
発行やスマートフォンの契約が 18歳以上は
自身だけででき、18歳以上であれば親の同
意を得ていない場合も原則、契約を取り消
しできなくなったことなどが背景として挙
げられます。こうした現状を受け、少しでも
若者の被害を減らすべく本取り組みを開始
しました。

講演活動で出会った高校生から詐欺被害に関する声を聞くようになり、本
年度開始したプロジェクトですが、高校だけでなく児童養護施設や子ども
若者を支援する団体、行政などの皆さまとの連携の機会をいただき、17万
部もの教材の発行を行いました。予想を超える反響をいただき、本取り組
みの重要性をより感じております。

#企業協賛型
#寄付型

OutcomeOutput

事業による成果

2023年6月 教材の無料配布の申込みを開始し、
10万部配布の当初目標を8月に達成

2023年6月 和歌山県教育委員会より、
県内の高校全61校・24,633名へ配布

2023年7月 愛知県日進市内の
小中学生約10,000名に電子書籍版を配布

2024年1月 福島県教育委員会より、
県内の高校全81校の3年生12,115名へ配布

2024年3月 1,390箇所・177,866部に配布が完了

STAFF COMMENT 吉田
自分の人生を自分で選ぶという前向きで純粋な気持ちを、無情にも引き裂いていくのが、詐欺や悪徳商
法の魔の手です。消費者教育の専門ではない私たちですが、若者と近しい目線で「どういう内容なら読
んでもらえるか」「どういう講演なら聞いてもらえるか」を日々考えています。少しでも若者の被害を
減らせるように、これからも教科書の100万部配布を目指してがんばっていきます！

47都道府県 1,390箇所へ

177,866部の教科書を配布

24校へ出張授業

※内、高校726校 158,936部

78% 87%

主要メディア
多数掲載

掲載メディア
・テレビ朝日「報道ステーション」
・日本経済新聞
・教育新聞
・Yahoo! JAPAN SDGs

4都道府県でのアンケート結果

# 行政連携モデル

2023年度のトピック・2024年度の目標

 with 京都市児童養護施設長会
KAZAANA PROJECT05

今年度は、京都出身である代表理事 勝山のオンライン講演会に始まり、8
月には会社見学を行いました。高校生が保育業界へ関心があったため、株
式会社ミアヘルサ様のご協力のもと、京都から新幹線に乗り、東京都港区
の施設の見学や、園長先生への対話・インタビューの場を設けました。施
設で過ごす子どもに限った話ではなく「働く大人」を見る機会は実は少な
いです。知ることで、興味や関心が広がり、未来に対する想いや解像度が
深まる時間になりました。また、関心があるものや進路に必ず効果を生む
ものではないことも、心の豊かさを育むうえでは重要だと考え、妙徳山 
華厳寺での説法体験会や、ピラティスといったイベントも実施しました。
2024年度もまずは活動を継続し、様々な体験の機会をつくっていきたい
です。

STAFF COMMENT 勝山
児童養護施設で育つ若者はいずれ、施設から卒業をして人
生を歩んでいきます。現在の法律では、原則18歳で退所し
自立して生活することが必要とされています。一方、大学
進学後の中退率や離職率は一般進学者・就職者に比べて高
いなど、退所後の制度や支援は十分とは言えません。私の
友人も同じように施設を出て人生を歩み、挑戦をしていま
した。様々な悩みや葛藤を抱えながらも施設を出て就職し
たものの、ミスマッチが起こってしまい、早期退職を余儀
なくされました。その後、友人は誰にも相談することがで
きず、連絡がとれなくなってしまったという経験がありま
す。
KAZAANA PROJECT は、これからも出会いや学びをつく
り、若者が社会に出てからも帰れる場所、繋がりとして存
在し続けたいです。興味を持っていただいた方は、ぜひご
寄付や体験の機会提供で私たちと一緒に若者を支援する
仲間になって頂きたいです！

消費者教育06
活動概要

京都市児童養護施設長会と連携し、京都市
内の児童養護施設の高校生年代の若者を対
象に新たな出会いや、様々な学び・体験を
一緒に楽しみながらキャリアサポートを行
います。また、施設を出た後も頼れるコミュ
ニティとして存在します。

活動の目的
経済的困窮など、社会的に孤立しやすい環
境にある子どもたちは、旅行や習い事など
学校外の文化体験、多様な大人との交流の
機会などが十分に得られない場合があり「体
験格差」と呼ばれています。このような体
験は、自尊感情や生きがいに対してポジティ
ブな影響を及ぼすことが明らかになってお
り、子ども若者の成長にとって不可欠であ
ると同時に、人生の中でお守りとなる繋が
りを育むことを目指しています。

▼ 消費者教育 出張授業の様子

▼ 消費者教育 出張授業の様子
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2021年のプロジェクト開始からはや3年。
1期からこれまで参加する若者 1人ひとりを支え、
ZENKAIのすべてを知る!?オトナたちに改めて、
ZENKAIの魅力について聞いてみました。

関わり続けてしまう、project : ZENKAI の魅力とは ?

ZENKAIの若者と関わるなかで工夫したことやこだわったことは？

私も楽しいです ! 高校生が変わろうとする姿、変わっていく姿を見て、自分の心が震えて嬉しくて、それがパワーになって、関わ
り続けています。

MONA

プログラムの設計者としては、一時的な元気を生み出すだけのものにはしたくなくて。卒業後も、チャレンジを応援するとか、困っ
たときは助け合えるとか、そんな繋がりをどうデザインするかを考えています。これから「ZENKAIなひとマップ」とか作ってみたいな。

ハヤテ

マップいい ! 僕は高校生とメンターの大同窓会をしたい。それぞれでブース持ったりして、お互いのチャレンジを称賛しあって。費
用は要相談で（笑）。

キャワ

メンターは先生じゃないから教えるわけじゃないって常に頭に入れて、常に考えて、常にアンテナを張って、考え続けるのが難しかっ
たです。難しかったけど、自分も成長させてもらえているな、とも思いました。今後も、関わり続けることをやめないでいたいです !

MONA

キャワ 偏差値とか居住地とか、見えない境界を取り除いて、いろんな人と出会えるのが素敵です。でも、そもそも楽しいから関わってます !

ハヤテ 講演で出会った高校生が一歩踏み出す“ハシゴ”の役割になっているのがいいですよね。「なんかしたい」で終わらせず、可能性を迎え
に行くところ。実際、前に踏み出す恐怖がなくなっていく高校生の変化も目の当たりにして、みんなすごいなって思ってます。

インタビュアー／髙宮大史（HASSYADAI social）

MONA
ひとの気持ちに触れて表現する
フォトグラファーとして活動。
ZENKAIではメンターとして、また
school 事業でも講演に関わる。

キャワ
サービス業のDX推進を本業にするピア
ニスト。大学院で社会学を専攻してい
た経験を活かし、ZENKAIの前身とな
るオンラインプログラムから参画。

ハヤテ
香川県に移住し、暮らしの交通株
式会社を設立。ZENKAI では、1期
からこれまでプログラム設計など
を担当。3期ではメンターも兼務。

 project :ZENKAI #企業連携モデル07
2023 年度は、より多くの機会を届けるため、高
校生年代の参加のハードルを下げられるよう、1
年に 2 回（ 7月～9月・1月～3月）のプログラム
の提供を行いました。同時に、そこに集う参加者・
TA・メンターの声を聞き、プログラムを「カイ
ゼン」していくことにも努めました。結果として、
海外を含むより広範な参加者募集の実現や、プ
ログラムへの高い満足度の維持、途中離脱率の
低下、そしてメンターを含むメンバーとの関係
の深化に伴う様々な企画の種蒔きができた1年と
なりました。2024 年度は、これまでの3 年間の
積み重ねを活かし、プログラムの卒業生・過去の
TA・メンターを巻き込んだコミュニティの活動
の充実、さらには社会的に意義のある調査研究
や発信にも力を入れていきます。

project :ZENKAIの中心には、可能性を諦めずそれぞれの
ペースでそれぞれの向き合うべきことに向き合っているメ
ンバーたちの熱量が灯火のように存在しています。「カイ
ゼン」を続けてパワーアップしていくproject :ZENKAIで、
参加してくださる1人ひとりと、出会い、挑戦し、未来を
共創していくことを楽しみにしています！

STAFF COMMENT 髙宮
これまでに4期のプログラム実施を行い、高校生年代の若者約 300 名に加え、大学生年代の TA（ティーチングアシスタント）
約60名、社会人メンター約30名と、自分の人生の「カイゼン」を常に続ける「ゼンカイ」な仲間を増やしてきました。こ
の仲間たちは、ハッシャダイソーシャルの他のプロジェクトやイベントにも参加して活躍してくれていたり、それぞれの
道を進みながらも、その道中で得た成果を持ち帰って共有してくれたり、次の世代に刺激を与えてくれたりと、僕たちの
活動を影に日向に応援してくれています。そんな優しくて、温かくて、ありがたいつながりを、お互いが大切にしつつ、
少しずつ広げていくことが、「全ての人が自分の可能性を信じて、生かすことができる社会」の実現につながっていくと信
じています。

 withトヨタ自動車 活動概要
トヨタ自動車株式会社と共同で開発・提供して
いる、全国の15 -18歳の若者を対象としたオン
ライン対話型プログラムです。私たちが活動を
通じて出会ったかっこいい大人との出会い。自
分らしさや、お互いの可能性を再発見する多様
な他者との対話。本当の気持ちから生まれるや
りたいことへの挑戦。心理的安全性の高いコ
ミュニティのなかで、人生を自己選択していけ
る環境を参加費無償で提供しています。

活動の目的
私たちが向き合うのは、従来の教育・採用活
動で用いられてきた「学歴・偏差値」といっ
た指標ではなく、プロジェクトに関わる 1人ひ
とりが持つ「可能性」です。学歴や偏差値、性別、
皮膚や目の色などで、人のことを勝手にわかっ
た気にならない。1人ひとりが持つ可能性に向
き合い、絶対的に信じ、応援する。そんな新
しい「人との向き合い方のスタンダード」を
未来に渡すことで、全ての人が自分の可能性
を信じて、生かすことができる社会を目指し
ています。

事業による成果

2023年度のトピック
2024年度の目標
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2023

あ
な
た
のわ

た
し
の

HASSYADAI socialに関わってくださっている皆さんに、
2023年度の「Choose Your Life! 」について聞いてみました。

Q1 婚約破棄になり、同棲して
た家を追い出され一時ホームレ
スに。どん底を経て、今は人生
で一番楽しいと言えるくらい充
実した日々を過ごせているこ
と。 Q2 無理に立ち直ろうとせ
ず、とことん落ち込む! 社長に
連絡して飲みに連れて行っても
らう。 Q3 僕が今住んでる新潟
出身のアーティスト「Yvng 
Patra」の曲がカッコいい ! 
Q4 自分が高校生の頃はやりた
い事も見つからず、働く気も
1mm も無かったです。当時の
僕と同じで将来が不安という人
には「社会人になってからの方
がずっと楽しいよ!」と伝えた
いです。

Q1 最終面接で「社会に出てか
らも、自分の心が動く感覚を
大切に生きたい」と、等身大
の気持ちを伝えられた。この
日の震えた声を、これからも、
何度も思い出すと思う。 Q2 あ
の行きたかったご飯屋さんに
行ってみる、みたいに自分で
小さなやりたいことリストを
叶 え る。 Q3 映 画 : Perfect 
Days 音楽 : こころのままに / 
never young beach Q4 た
まにで良いので、自分だけに
聞こえる声に耳を傾けてみて
ください。あとは、深呼吸 ! 大
丈夫。きっと、うまくいく !

Q1 不眠症で生活もままならず
無職だった友人「福ちゃん」
の症状が改善し、働き始めら
れるように。自分が運営する
「オールドルーキーサウナ」の
バイト見習いとして店舗清掃
をしながら、サウナの入浴を
続けてもらった結果、彼が毎
日 9 時間寝られるようになり、
継続して働けるようになりま
した…!  Q2 サウナ! サウナの
回復力を信じています! Q3 映
画「逆境ナイン」がオススメ。
本当の逆境と挑戦を知り、勇
気がもらえます。 Q4人生は終
わってもないし、始まっても
ない。いつでもあなたの人生
は、はじめられます!

栗原佳喜

project:ZENKAI 
1期運営

株式会社アドウェイズ
創業者・CEO

きむりさ 岡村陽久

今年の最もChoose Your Life ! だった出来事は?
Choose Your Life ! な本・映画

元気が出ないときの回復方法を教えて!
高校生、若者、そして読者の皆さんにひとこと!

Q2
Q4Q3

Q1

Q1 昨年 4 月から、思い立って
北オホーツク海に面した枝幸町
の教員として赴任。鉄道も走っ
ていない雪深い超過疎地の学校
で、生徒と向き合っています。 
Q2 海を見に行く！人知を超え
た大自然に向かい合う。 Q3 枝
幸町のホタテは最高です!! 甘味
があり肉厚です。毛ガニも水揚
げ量は日本一! Q4人生って終
わりは見えないもの、思い立っ
た時にはやるべき。「やる」か「や
らない」かで大きく変わる。だっ
たらやるべきなのです。

三澤和馬

東京学芸大学生
／元広報PR

土田昆衛製作所／
ヤンキーインターン

卒業生

北海道枝幸町立
枝幸中学校教諭
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ん
な
ひ
と
と
話
せ
て
、
た
だ
楽
し
く
て

参
加
し
て
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
が
始
ま
っ
た
と
き
も
、
と
り
あ
え
ず
参
加

し
て
み
た
ら
、
誰
が
来
て
も
お
か
え
り
っ
て

な
る
し
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
し
、
そ
の

空
気
感
が
好
き
に
な
っ
て
。
み
ん
な
と
仲
良

く
な
っ
て
、
み
ん
な
に
会
い
た
い
な
っ
て
、

場
所
と
ひ
と
を
求
め
て
参
加
し
て
い
て
、
そ

の
ま
ま
い
ま
も
T
A
と
し
て
関
わ
り
続
け
て

る
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。

た
か
み
ー
　
な
る
ほ
ど
。
り
ょ
ー
ま
は
ど
う

か
な
？

り
ょ
ー
ま
　
講
演
と
か
、
学
校
で
実
施
さ
れ

た
焚
き
火
企
画
で
三
浦
さ
ん
と
話
し
て
、
こ

う
な
り
た
い
な
っ
て
。そ
れ
で
Z
E
N
K
A
I

に
応
募
し
た
の
が
最
初
で
す
。

た
か
み
ー
　
そ
の
後
、
ス
ナ
ッ
ク
ハ
ッ
シ
ャ

ダ
イ
や
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
企
画
会
議
に
も
参
加

し
て
く
れ
て
い
る
し
、
日
本
全
国
い
ろ
ん
な

人
に
会
い
に
行
っ
た
り
、
海
外
大
学
を
受
験

し
た
り
、
い
ろ
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い

る
よ
ね
。
一
歩
踏
み
出
す
の
は
勇
気
が
い
る

と
思
う
ん
だ
け
ど
、
い
ま
り
ょ
ー
ま
が
い
ろ

ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
て
い
る
理
由
は
あ

る
？

り
ょ
ー
ま
　
僕
の
中
で
Z
E
N
K
A
I
の
良

さ
っ
て
の
は
、
と
り
あ
え
ず
も
う
背
中
押
す
。

も
う
や
っ
て
み
ろ
、
頑
張
れ
っ
て
。
優
し
い

背
中
の
押
し
合
い
み
た
い
な
。
こ
こ
に
い
た

ら
自
分
も
他
の
ひ
と
も
、
積
極
的
に
な
っ
て

い
け
る
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
っ
て
、
頑
張
り

続
け
て
ま
す
。
あ
と
、
は
な
さ
ん
も
言
っ
て

た
ん
で
す
け
ど
、
会
え
る
ひ
と
が
い
る
と
か
、

そ
う
い
う
安
心
感
み
た
い
な
、
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

た
か
み
ー
　
優
し
い
背
中
の
押
し
合
い
っ
て

嬉
し
い
言
葉
。
み
ん
な
と
一
緒
の
目
線
っ
て

い
う
の
は
僕
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。

は
な
　
私
も
Z
E
N
K
A
I
で
当
時
関
心
の

あ
っ
た
子
ど
も
食
堂
の
方
に
自
分
で
ア
ポ
イ

ン
ト
を
と
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
い

ま
も
車
中
泊
で
道
の
駅
を
巡
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
み
て
、
転
校
も
き
っ
か
け
と
し
て
大

き
か
っ
た
け
ど
、
Z
E
N
K
A
I
が
追
い
風

に
な
っ
て
、い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。

り
ょ
ー
ま
　
僕
も
Z
E
N
K
A
I
卒
業
生
だ

か
ら
っ
て
い
う
の
を
挑
戦
の
い
い
わ
け
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
。

た
か
み
ー
　
い
い
ち
ゃ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

い
い
ち
ゃ
ん
　
僕
は
高
校
2
年
生
の
と
き
に
、

熱
中
す
る
こ
と
も
な
く
毎
日
ゲ
ー
ム
だ
け
し

て
過
ご
し
て
る
自
分
が
嫌
に
な
っ
て
。頑
張
っ

て
る
周
り
の
友
達
を
見
て
も
自
分
な
ん
て
っ

て
思
っ
て
た
の
を
時
間
を
か
け
て
思
い
直
し

て
、
よ
し
、
行
動
し
始
め
る
ぜ
！
っ
て
と
き

に
難
病
を
発
症
し
て
。
そ
れ
で
浪
人
し
た
と

き
に
出
会
っ
て
。
最
初
は
、
こ
ん
な
状
況
で

Choose Your Life
!

で
き
る
か
い
。
っ
て

い
う
の
が
僕
の
素
直
な
思
い
で
し
た
。
で
も
、

そ
こ
に
集
ま
る
人
た
ち
の
言
葉
を
聞
い
て
る

と
、
な
ん
か
で
き
そ
う
な
気
が
す
る
っ
て
い

う
。 

背
負
っ
た
事
実
は
変
わ
ら
な
い
け
ど
、

そ
の
後
の
行
動
と
か
、
事
実
に
対
す
る
解
釈

は
自
分
で
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
っ
て

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
い

ま
は
Z
E
N
K
A
I
や
18
歳
の
成
人
式
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
見
ぬ
若
者
に

返
す
、
か
っ
こ
い
い
オ
ト
ナ
で
あ
り
た
い
。

変
わ
る
き
っ
か
け
を
、

与
え
ら
れ
る
側
か
ら
与
え
る
側
に
。

ま
だ
見
ぬ
子
た
ち
に
返
し
た
い
！

た
か
み
ー
　
参
加
者
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
る
側
か
ら
運
営
側
に
参
加
し
て
い
る
の
は

ど
ん
な
理
由
が
あ
る
の
？

は
な
　
み
ん
な
に
会
い
た
い
っ
て
い
う
流
れ

で
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、た
だ
、Z
E
N
K
A
I

に
T
A
と
し
て
応
募
し
た
と
き
は
、
自
分
が

参
加
し
た
と
き
に
T
A
さ
ん
や
他
の
参
加
者

と
関
わ
る
な
か
で
も
ら
っ
た
も
の
を
、
ま
だ

見
ぬ
子
た
ち
に
返
し
た
い
っ
て
想
い
も
あ
っ

て
応
募
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な

に
私
の
応
援
隊
で
い
て
ほ
し
い
し
、
逆
に
私

も
ず
っ
と
み
ん
な
の
応
援
隊
で
い
た
い
の
で
、

近
す
ぎ
ず
遠
す
ぎ
ず
、
適
切
な
距
離
で
ず
っ

と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

い
い
ち
ゃ
ん
　
僕
自
身
も
は
な
と
同
じ
よ
う

に
い
ろ
ん
な
も
の
を
受
け
取
っ
て
き
た
感
覚

が
す
ご
く
強
く
あ
っ
て
。
今
度
は
僕
が
そ
れ

を
返
す
側
に
回
っ
て
、Choose Your 

Life
!

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
集
ま
っ
て
き
た

か
っ
こ
い
い
み
ん
な
と
、
あ
っ
た
か
い
循
環

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

り
ょ
ー
ま
　
僕
は
は
な
さ
ん
の
応
援
隊
っ
て

い
う
表
現
と
似
て
い
て
。 

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ

ソ
ー
シ
ャ
ル
に
は
こ
れ
か
ら
も
関
わ
っ
た
人

た
ち
と
背
中
の
押
し
合
い
を
し
て
、
な
り
た

い
自
分
に
な
れ
る
場
所
で
ず
っ
と
い
て
ほ
し

い
で
す
。
今
度
は
自
分
も
三
浦
さ
ん
を
は
じ

め
多
く
の
人
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
、
変
わ
る

き
っ
か
け
を
与
え
る
側
に
な
り
た
い
な
っ
て

思
っ
て
ま
す
。

卒業生 HASSYADAI  social
project : ZENKAI 卒業生は今!?
HASSYADAI social に出会った「あの人のその後」を
本人の言葉とともにお届けします。

たかみー ／ 新卒で学習塾に入社し、傍
らで ZENKAI 1 期より運営に参加。そ
の後、HASSYADAI socialに1号社員と
して転職。現在はZENKAIの PMとして、
HSDsイチ（!?）多くの若者の成長を真横
で見ている。

りょーま ／ 北海道の高校 3 年生。ス
クールの講演活動にきた三浦のパワー
に惹かれ、HASSYADAI social へ関心
を持ち、ZENKAI へ参加。春から北京
の大学へ進学予定。

いいちゃん ／ 大学1年次に先輩の紹介で
HASSYADAI social に出会う。その後、
ZENKAI や18 歳の成人式へ運営メン
バーとして参加。春から休学予定。

はな ／ 現在大学生。高 2 冬に ZENKAI 
1期に参加。18歳の成人式やコミュニ
ティイベントへの参加を通じてZENKAI
でもTAとして関わりを持つように。群
馬→秋田→京都と地域の枠を飛び越え
て活動中。
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Outcome

申込者数3,181名
会場参加者462名

オンライン視聴者数693名

来場者アンケート 回答者数169名
※回答率約36%

イベントの満足度を
教えてください
■ 大変満足：159名
■ 満足：8名
■ 普通：2名
■ 不満：0名
■ かなり不満：0名

■ はい：155名
■ いいえ：14名

94.1%

現時点で来年以降、
スタッフとして
参加したいと
思いますか ?

91.7%

「新成年の主張」でみんなの話を聞きながら思ったことは、みんな夢を持っていて、
でも自分は何もやりたいことも目標もなくて。そんな自分に焦ったり心配になりま
した。でも私は新成年の主張を聞いて一つ目標ができました! それはこういう場で手
を挙げれるようになることです。私自身、とても恥ずかしがりやで大勢の前で立つ
ことがとても苦手です。三浦さんは手を挙げない人もそれはそれでいいとおっしゃっ
ていたけど、私は自分の思っていることをみんなに伝えれるような強い人間になり
たいと思いました。なのでまたこういう機会があれば頑張ってみたいです !

自分は就職をしますが、いきなり同期に大卒や院卒の人たちが
いてその中で仕事をしなければなりません。心の中では不安や
心配だらけでした。しかし、今回参加してみてお三方の話や三
浦さんの話を聞いて選択肢はたくさんあって自分で選べる、自
分で考えて進むことができるということを学びました。

まじでさいっこうでした!バンドの演奏が聴きたくて参加したんですが、
開会の言葉から閉会後、あとは最後のムービーからみんながハイタッチし
てくれたところ、家に帰るまで楽しくて一生の思い出です! いろんな意味
で新しい出会いがあったし、これからの人生が豊かになるきっかけに間違
いなくなりました ! 最高のお守りもらっちゃいました !

今まで何となく生きてきた自分ってどうなのかな、とか小さなこと
で悩んできた自分がいたけれどそれでも今を楽しみながら自分を
愛して自信を持って生きようとおもえました。本当に今回参加で
きてよかったです。この日があったから私は少し強くなれました !
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き
っ
と
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
人
生
の
ど
う
し
よ
う
も
な

く
し
ん
ど
く
な
っ
た
夜
に
、
こ
の
日
を
振
り
返
っ
て
、

も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
で
き
る
よ
う
な
「
一
生
も
の
の
一

瞬
」
を
「
人
生
の
お
守
り
」
と
し
て
手
渡
し
た
い
。
こ

の
日
の
出
会
い
が
、
自
ら
で
自
ら
の
人
生
を
選
ん
で
い

く
た
め
の
人
生
の
突
破
口
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な

想
い
で
は
じ
め
た
「C

H
O
O
SE YO

U
R LIFE FES # 

18
歳
の
成
人
式
」
も
本
年
で
二
度
目
の
開
催
と
な
る
。

　
来
た
る
2
0
2
4
年
3
月
22
日
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
の
個
人
支
援
者
や
企
業
の
協
賛
に
支
え
ら

れ
、
参
加
費
無
料
、
交
通
費
補
助
を
実
現
し
、
全
国
47

都
道
府
県
か
ら
、
の
べ
3
0
0
0
名
超
の
応
募
か
ら
抽

選
で
切
符
を
手
に
し
た
総
勢
4
6
2
名
の
参
加
者
が
恵

比
寿
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
を
飾
る
の
は
「
ハ
ル
カ
ミ
ラ

イ
」。
情
熱
そ
の
も
の
が
ま
っ
す
ぐ
押
し
寄
せ
て
く
る
音

楽
に
、
会
場
に
い
た
全
員
の
心
が
自
然
と
開
い
て
い
っ

て
し
ま
う
。
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ
に
は
詩
人
の
黒
川
隆
介

さ
ん
、
編
集
者
の
小
寺
智
子
さ
ん
、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の

藤
田
炎
村
さ
ん
が
登
場
。
き
っ
と
、
こ
こ
で
し
か
重
な

る
こ
と
の
な
か
っ
た
3
人
に
よ
る
、
こ
こ
だ
か
ら
生
ま

れ
た
言
葉
た
ち
が
18
歳
の
胸
に
じ
ん
わ
り
と
届
い
て
い

く
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ク
で
は
、
会

場
に
い
る
1
人
ひ
と
り
が
、
初
対
面
の
隣
人
へ
、
ポ
ツ

リ
ポ
ツ
リ
と
言
葉
を
紡
い
で
い
る
。「
好
き
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
観
た
い
か
ら
」「
無
料
だ
か
ら
」「
18
歳
だ
か
ら
」。

入
口
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
た
し
か
に
、
い

ま
の
自
分
と
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
こ
と
を
、
隣
に
い
る

仲
間
と
と
も
に
見
つ
め
直
す
18
歳
が
そ
こ
に
は
い
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
は
新
潟
県
上
越
市
出
身
の
3
ピ
ー
ス

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「M

y H
air is Bad

」。
や
さ
し
く
て

か
っ
こ
い
い
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
が
、
こ
の
瞬
間
を
、
言

葉
に
し
て
み
た
想
い
を
身
体
に
染
み
渡
ら
せ
、
強
く
温

か
く
、
た
し
か
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
た
。
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
会
場
に
い
た
1
人
ひ
と
り
の

想
い
の
丈
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
間
は
、

た
っ
た
一
瞬
の
お
楽
し
み
で
は
な
く
、
絶
対
に
こ
れ
か

ら
に
繋
が
る
は
ず
だ
と
い
う
私
た
ち
の
祈
り
が
、
現
実

に
な
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　
二
回
目
だ
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
簡
単
に
な
る
こ
と

は
な
く
、1
5
0
0
万
円
と
い
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
、
締
切
直
前
の
達
成
と
な
り
、
運
営
準
備
も
当

日
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
苦
労
が
絶
え
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。

た
っ
た
1
人
欠
け
て
も
、上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
様
々

な
形
で
想
い
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
た
1
人
ひ
と
り
に
、

お
礼
を
伝
え
た
い
。
本
当
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　H
A
SSYA

D
A
I social

の
活
動
は
「
自
灯
明
」―

自

分
自
身
を
灯
火
と
し
、
暗
闇
で
も
歩
き
続
け
、
誰
か
の

明
か
り
に
な
る
こ
と
。
そ
う
表
現
し
た
誰
か
が
い
た
。

そ
う
す
る
と「
18
歳
の
成
人
式
」と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
。

寄
付
や
協
賛
と
い
う
支
援
で
薪
を
く
べ
、
火
を
、
灯
り

を
大
き
く
し
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
去
年
、

恵
比
寿
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
で
参
加
し
て
い
た
18
歳

が
、
今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
次
の
世
代
へ
灯
り

を
届
け
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
。想
像
に
及
ば
な
か
っ

た
気
持
ち
の
い
い
循
環
が
、
た
し
か
に
こ
こ
に
生
ま
れ

始
め
て
い
る
。
二
回
目
が
出
来
た
か
ら
三
回
目
も
で
き

る
、
な
ん
て
余
裕
も
な
い
。
こ
こ
に
い
る
18
歳
に
と
っ

て
は
こ
の
一
回
き
り
し
か
な
い
。
こ
の
日
が
18
歳
た
ち

の
「
あ
あ
、
こ
こ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
こ
れ
か
ら
の
日
々
に
寄
り
添
う

「
人
生
の
お
守
り
」
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
ん
な
祈
り

を
込
め
た
一
回
き
り
を
、
支
え
て
く
れ
た
あ
な
た
に
感

謝
し
、
ま
た
、
精
一
杯
、
日
常
を
歩
き
続
け
た
い
。

決
し
て
簡
単
じ
ゃ
な
い
人
生
を

18
年
も
超
え
て
き
た
18
歳
の
若
者
た
ち
へ
。



2023年度のトピック・2024年度の目標

活動概要
「HASSYADAI Teachers’ Forum」は、先
生をはじめとした教育関係者のみなさま向
けの 1day イベントです。多様なゲストを
お招きしたトークセッションを通じて、私
たちが教育現場で日々当たり前のようにつ
かっている言葉について、もう一度、考え
なおす機会をつくっています。

活動の目的
課題が山積する教育現場の中でも、日々、
最前線で生徒に向き合い続ける先生を、応
援できないだろうか。先生が明日へのヒン
トを持ち帰れる場、「Choose Your Life !」
するきっかけ、元気になれる時間が、その
先の高校生若者にもいい影響を及ぼすと
願って、フォーラムの開催に至りました。

Hassyadai Teachers’ Forum09

2023 年 8 月10 日に、東京の DMM.com 本社イベントスペースと、オン
ラインのハイブリッドで第一回目を開催しました。「話し合いではなく、聴
き合いを」というコンセプトと「言葉を考えなおす。」というテーマのもと、
株式会社ほぼ日代表 糸井重里さんや東京大学公共政策大学院教授 鈴木寛
さんといった多様なゲストの方々にご登壇いただき、6つのセッションを
実施しました。オンライン配信では、約2000 近いコメントをいただき、
コンセプトどおり、参加者の皆さんと一緒に「考えなおす」時間になった
ことを感じるとともに、この時間そのものに価値があることを再認識する
時間となりました。次回は 2025年に、地方での開催を目指しています。

STAFF COMMENT 三浦
「先生を応援したい！」という気持ちでやってみたら、また
僕たちが応援されてしまいました。こうして、人と人とが応
援し合う循環を生み出し続けられたらと、「HASSYADAI 
Teachers' Forum」を通じて実感しました。

#企業協賛型
#寄付型

VOICE 参加者の声
出会った人をすべての人生の主人公と
して接していこうと思います。学校の
先生にも、親にも、相互に感謝を伝え
られれば、子どもたちは豊かに育つの
かなと思います。

学校だけで抱え込まず、連携できる大
人、組織と繋がっていけると、救われ
る子どもが増えるのではと思いまし
た。学校を、教員を応援してくれる存
在がたくさんある、そういうことを
もっともっと教員は知らなくてはいけ
ないと感じました。応援してもらいま
した。ありがとうございました。

事業による成果

申込者数2,941名（会場参加は満員）

イベントの満足度を
教えてください

「5：大変満足している」
とする5段階評価
■ 5：144名
■ 4：48名　■ 3：9名
■ 2：1名　 ■ 1：0名

「5：前向きな気持ちになった」
とする5段階評価
■ 5：143名
■ 4：47名　■ 3：10名
■ 2：0名　 ■ 1：2名

71.3%

イベントを通して、
「明日から頑張ろう!」
など前向きな気持ちに
なりましたか？

70.8%

#寄付型

2023年度のトピック・2024年度の目標

活動概要
スナックハッシャダイは、日々、生徒を応援・
支援している先生方が集まる場所です。ハッ
シャダイソーシャルがこれまで連携をして
きた学校の先生を中心に、全国の先生方や
教育関係者、若者を応援したいと思う企業
の方が集まり、ゆるくお話ししながら、明
日への元気と活気をチャージしていただく
取り組みです。

活動の目的
講演活動を通じて、若者を全力で支援する
素敵な先生方に出会うなかで、多くの先生
が悩みを抱えていることを知りました。キャ
リア教育に力を入れている先生が孤軍奮闘
していたり、取り組みが共有や学びの場が
少なかったり。そんな先生方の明日の活力
を支える人との出会いや場をつくることを
目的に、2019 年に開始しました。

スナックハッシャダイ08

本年は、月1回ペースでの開催を目標に実施しました。学校の先生だけで
はなく教育関係者や、若者や先生を応援したい企業の方々にもご参加いた
だき「混ざり合う」「生まれる」場になることを目指しました。3月9日には、
ベネッセコーポレーション様のご協力のもと「スナックハッシャダイ in 
岡山」を開催。東京以外での初開催となる本イベントでは、講演ゲストも
お呼びし、北海道から宮崎まで約 50名にご参加いただきました。
これまでは関東での実施が多く、距離を理由に参加が難しい先生がいらっ
しゃいました。2024年度、夢は大きく「スナックハッシャダイ全地方制覇」
を掲げ、北海道・関西・九州での開催を目指します。各地域の先生方のご
参加や企業様のご支援をお待ちしています。

STAFF COMMENT 森本
若者の「Choose Your Life !」を最前線で支える先生方がい
るからこそ、僕たちの活動は成り立っています。今後も、先
生や教育関係者、若者を応援する企業の方々が混ざり合い、
自分の仕事に誇りを持てるような場にしていきます。

事業による成果

開催回数9回 オフライン参加者数365名
本イベントをきっかけに、地域を超えた先生の繋がりに加え、先生と企業・団体と
の繋がりが生まれ、企業経営者と大学教授という組み合わせでのキャリア講演を
2024年1月に実施することもでき、高校生からは「進路が決まらずこのままで大丈
夫なのかとても不安に思っていたので、自信をもらえました!」という感想をいただ
きました。
また、スナックハッシャダイに参加した先生方の発信をきっかけに、福島県、青森
県の高校生に「Choose Your Life ! 講演」を届けることができました。
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ハッシャダイ
スクール
大感謝祭

03

2023 年度のハッシャ
ダイスクールの活動を、

日頃お世話になっている先
生方や寄付者の皆さま、協賛

企 業 の 方 へ ご 報 告 す べ く、
2024年2月17日に DMM.com

本社ビルで実施しました。『伝え
方が 9 割』の著者である佐々木圭一

さんにご登壇いただき「伝えたいの
に、なかなか伝わらない」といった悩

みについて参加者の方と一緒に考える機
会をつくりました。ハイブリット開催での

イベントには、合計102 名がご参加くださ
いました。2024.02.17

02
教育委員会との

連携協定を締結

大阪府

2024.02.02

2024年 2月、大阪府教育委
員会との間で、大阪府立高校
生の在学中および卒業後の
キャリア・就労支援の充実を
目的として連携協定を締結し
ました。2024年度より大阪
府立高校にて、教育現場、行
政、そしてハッシャダイソー
シャルに関わる企業や大人と
密に連携しながら、高校生が
主体的な進路選択を行うため
のサポートや、キャリア教育
プログラムの提供を行う予定
です。

ハッシャダイ企画会議01

中高生が独自の視点やアイデアを出しながら企業の動画制作チームの一員となる
プログラム「ハッシャダイ企画会議」をスカパーJSAT株式会社と実施。施設見学後、
参加した中高生10名が 3チームに分かれ、スカパーJSATの魅力を伝える動画を企画し
提案を行いました。優勝したチームの動画案を元にしたPR 動画を、参加者もディレクショ
ンやイラスト作成に関わりながら制作中です。

 withスカパーJSAT

2024.01.20-01.21

亀
山
会
長
に
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
。
小
一
時
間
、

亀
山
会
長
に
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
る
と
「
ま
あ
、

頑
張
れ
よ
」
と
、
こ
れ
ま
た
何
と
も
寛
容
す
ぎ
る

言
葉
で
そ
の
時
間
は
終
わ
っ
た
。

　
「
今
日
、
俺
の
と
こ
ろ
に
若
い
ヤ
ツ
が
話
を
し

に
来
る
け
ど
、
お
前
も
来
て
み
た
ら
ど
う
だ
。」。

亀
山
会
長
の
一
言
に
、
断
る
理
由
は
な
く
同
行
す

れ
ば
、そ
こ
に
久
世
が
い
た
。ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー

ン
を
広
く
展
開
す
る
た
め
、
熱
く
冷
静
に
協
力
を

要
請
す
る
久
世
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
横
に

い
た
三
浦
は
、
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
奪

わ
れ
た
よ
う
に
も
感
じ
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
う
け

た
。
そ
の
後
、
三
浦
は
世
界
青
年
の
船
な
ど
へ
の

参
加
を
経
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
退
職
し
、
ハ
ッ

シ
ャ
ダ
イ
に
参
画
。
い
よ
い
よ
勝
山
と
出
会
う
わ

け
で
あ
る
。そ
の
後
、二
人
は
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー

ン
か
ら
枠
を
は
み
出
し
て
、
2
0
1
9
年
頃
よ
り

高
校
で
の
講
演
を
開
始
。
メ
デ
ィ
ア
取
材
を
き
っ

か
け
に
様
々
な
ご
縁
に
恵
ま
れ
、「C

hoose 
Your Life

!

」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
活
動
を

全
国
の
高
校
や
児
童
養
護
施
設
、
少
年
院
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
。

〝
不
要
不
急
〞
と
い
う
言
葉
が
大
き
く
広
が
り
は

じ
め
た
、
記
憶
に
も
新
し
い
あ
の
時
期
。
例
に
漏

れ
ず
、C

O
VID

-19

に
よ
る
影
響
で
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
な
か
、
株
式
会
社
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ

と
し
て
行
っ
て
い
た
講
演
活
動
を
切
り
離
す
形

で
、
2
0
2
0
年
3
月
16
日
、
勝
山
・
三
浦
の
共

同
代
表
で
一
般
社
団
法
人H

A
SSYA

D
A
I 

social

を
設
立
し
た
。

　
以
降
も
3.5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く

の
方
々
と
の
出
会
い
と
支
え
で
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ

ソ
ー
シ
ャ
ル
は
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
親
の
よ

う
な
表
情
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
方
の
多
く
が
立
役
者
。
参
加
者
に
も
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
な
が
ら
、
短
く
も
濃
い
軌
跡

を
と
も
に
振
り
返
る
。
も
ち
ろ
ん
事
前
の
予
告
は

な
く
、
急
に
指
名
し
、
マ
イ
ク
と
ざ
っ
く
り
と
し

た
問
い
を
渡
す
。
当
意
即
妙
な
受
け
答
え
に
、
会

場
か
ら
は
笑
い
や
感
嘆
が
お
き
、
当
時
を
知
ら
ぬ

者
も
ま
る
で
そ
の
場
を
疑
似
体
験
し
た
か
の
よ
う

な
気
分
に
な
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
臨
場
感
。
知

ら
ぬ
間
に
「
巻
き
込
ま
れ
る
」
感
覚
で
あ
り
、
全

国
の
教
室
や
体
育
館
で
高
校
生
た
ち
も
感
じ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
を
馳
せ
る
。

ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
、
講
演
に
始
ま
っ
た
事

業
の
展
開
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、正
社
員
の
採
用
、

協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
の
拡
大
と
、
す
べ
て
に
縁
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
れ
以

外
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
会
い
と
縁
に

感
謝
し
て
、
掴
ん
で
、
切
り
拓
い
て
、
恥
ず
か
し

げ
も
な
く
大
声
で「C

hoose Your Life
!

」と
、

あ
な
た
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
叫
び
続
け
る
。
そ

れ
が
、
誰
か
の
明
日
と
、
今
日
の
元
気
に
な
る
と

信
じ
て
。

　
2
0
2
3
年
9
月
16
日（
土
）、
窓
の
外
に
目
を
向

け
れ
ば
、
視
界
を
占
め
る
の
は
大
き
な
大
き
な
東
京

タ
ワ
ー
。
そ
ん
な
東
京
都
は
港
区
に
所
在
す
る

DM
M
.com

本
社
24
Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
て
、

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
設
立
3.5
周
年
の
記
念
報

告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
キ
リ
の
悪

い
数
字
な
の
か
。
そ
れ
は
、
お
礼
を
伝
え
る
た
め
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
い
う
想
い
の
ま
ま
ス

ペ
ー
ス
を
予
約
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
内

容
を
考
え
る
う
ち
に
、
設
立
3.5
周
年
と
い
う
事
実
に

気
が
つ
い
た
、
だ
か
ら
タ
イ
ト
ル
に
し
て
み
た
、
と

い
う
ま
さ
し
く
「
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ら
し

い
」
理
由
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
共
同
代
表
理
事
で
あ
る
勝
山
・

三
浦
の
掛
け
合
い
で
「
こ
れ
ま
で
の
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ

ソ
ー
シ
ャ
ル
」
を
振
り
返
っ
た
。
ま
ず
最
初
に
大
き

な
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、
一
人
の
ヤ
ン

キ
ー
。
そ
う
、
過
去
の
勝
山
で
あ
る
。
ど
よ
め
き
の

よ
う
な
笑
い
が
お
き
る
中
、
勝
山
・
三
浦
の
出
会
い

ま
で
話
は
遡
っ
た
。
高
校
を
中
退
後
、
バ
イ
ト
と
暴

走
行
為
や
パ
チ
ン
コ
が
生
活
を
占
め
て
い
た
勝
山
。

2
0
1
5
年
、
彼
女
の
妊
娠
が
発
覚
し
、
い
い
父
親

に
な
り
た
い
気
持
ち
と
生
活
へ
の
不
安
で
揺
れ
て
い

た
と
き
、
義
兄
で
あ
る
久
世
の
「
い
ま
変
わ
ら
な
い

な
ら
一
生
変
わ
れ
な
い
よ
」
と
い
う
一
言
と
仕
事
の

紹
介
で
、
訪
問
販
売
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
。
漢
字
も

読
め
ず
に
嘲
笑
を
う
け
る
研
修
期
間
か
ら
始
ま
る

も
、
懸
命
な
努
力
で
全
国
一
位
の
成
績
を
収
め
、
晴

れ
て
元
ヤ
ン
は
正
社
員
と
な
る
。
こ
れ
を
ヤ
ン
キ
ー

イ
ン
タ
ー
ン
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
久
世
は
株
式
会
社

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
を
設
立
し
、
勝
山
も
運
営
に
携
わ
り

始
め
た
。

　
一
方
、
家
庭
の
事
情
で
教
員
の
夢
を
諦
め
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
工
場
に
勤
め
て
い
た
三
浦
は
2
0
1
7

年
1
月
、
S
N
S
で
見
か
け
た
『
君
に
、
大
卒
に
負

け
な
い
力
を
』
と
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
、
D
M
M
ア

カ
デ
ミ
ー
へ
の
応
募
を
し
た
。
工
場
勤
務
の
自
分
は

志
望
動
機
だ
け
で
は
通
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
あ
ぐ

ね
、DM

M
.com

 

創
業
者
の
亀
山
会
長
へ
の
突
撃
訪

問
を
試
み
る
。
六
本
木
の
本
社
、
何
と
も
寛
容
す
ぎ

る
D
M
M
ア
カ
デ
ミ
ー
責
任
者
沼
野
井
さ
ん
が
話

を
聴
き
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
、
そ
し
て

ありがとう、 　3.5周年!
これからも、 　あなたと!
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2023 年を経て「いいチームになってきたぞ！」と強
く感じています ! 2024 年、全力でがんばりながらも、
その過程でのちいさなたのしさやよろこびを見つけら
れる、にぎやかな、気持ちのいいチームでありたいっ !

2023年は個からチームになった一年でした。振り返ると本当にかなり
少数、マンパワーで沢山の事をやってきたなと感じています。関わる人
も増えたこの1年、個では成し遂げれない更に先の未来へ挑戦していけ
る強く、逞しく、やさしいハッシャダイソーシャルになっていきたい。

GO TO 2024 !?

オフィスに掛かっている
バナーが一新！ 日経ビジネスクロスメディアの元編集長であるジャー

ナリスト篠原匡さんによる HASSYADAI social の活
動を追った『人生は選べる Choose Your Life ̶̶
「ハッシャダイソーシャル」1500日の記録』の発売が
開始しました。はじめて出会った
2020 年 1 月から、私たちだけでな
く、現場の声を丹念に聞き取ってい
ただき、出来上がりました。この
本が、ひとりでも多くの方の人
生をあかるく、あたたかく照
らすものになりますように。

of�cial news 09

HASSYADAI social初のドキュメンタリー本
『人生は選べる』発売開始

of�cial news 08

キャリア教育プログラム提供について
Dエンタープライズ様との連携が開始 !

ZENKAIの絶対的プロジェクトマ
ネージャーである「たかみー」こと
髙宮の誕生日を ZENKAI運営メ
ンバーでお祝い ! おめでとう !

絶対的守護神 !
ハッピーバースデー!

森本が好きなおにぎりの具はきっと「ツ
ナマヨ」だ ! と想像した吉田と笑佳。実
際は「明太子」が好きらしいです。

森本の好きなおにぎり論争勃発!?

沖縄で迎えたリアルでの初対面は珍事件
ばかり。社会の窓を開けたまま講演し、
高校生に指摘され、照れる勝山。移動手
段だった玉城の車からでっかい G が出て
くるなど、思い出盛りだくさんでした。

of�cial news 06

キャリア教育プログラム提供に
ついて日新火災海上保険様との
連携が開始 !

営業チーム、初めての全員集合！

働きながら、保育士に関する資格を取得す
ることができるだけでなく、引っ越し費や
家賃の補助といった充実した支援をミアヘ
ルサ様に用意いただき、「経済的な理由で保
育士の道を諦める18歳- 24歳の若者」への
支援体制を作っています。

今年度より加盟した新公益連盟の合宿で出
会ったイシノマキファームの方々にお誘い
いただき、石巻へ。会議室をお借りし、吉
田と三浦で行った成人式の企画会議。思え
ばここから着手し始めたのでした。

of�cial news 05

ミアヘルサグループ様との
キャリア教育プログラム
 3期生の募集を開始！

18歳の成人式の準備、始まりの日!
燕三条にみんなで社内研修に!

of�cial news 03

HASSYADAI Teachers’ Forum 開催!

of�cial news 04

『騙されない為の教科書』
目標数10万部の配布完了!!

オフライン・オンラインのハイブリッドで
実施したフォーラムは、約 3000人の方々か
ら申し込みをいただきました。

2日間、メンバーで充実した
時間を過ごしました！某メ
ンバーの無邪気だけど迷惑
ないびき、東京への帰路で
終電30分前程で駆け込み掻
き込んだラーメン。いつも
それぞれの場所でがんばる
メンバーとの共通の思い出
がたくさん増えました。

of�cial news 02

『騙されない為の教科書』
配布開始!!

of�cial news 01

キャリア教育プログラム提供について
西濃運輸様との連携が開始 !

江戸三大祭「神田祭」で御輿を担ぐ!

ほぼ日 糸井さんにお誘いいただき、
神田祭に「担ぎ手」として参加。持
ち前の当事者意識（!?）で、朝から夜
まで、ずっと担ぎ続ける 8名のメン
バー。「最後まで大きい声出してく
れてたのが一番助かったよ」とお褒
めの言葉を頂戴し、持ち前の元気さ
を存分に発揮し活躍できました !

インターン生がジョイン !

参加を決めてくれたかっきーと、勝山・髙宮の3人
で、桂駅の美味しいオムライスを食べて握手した
のでした。

いろいろあったな !?

HASSYADAI social 設立3年目となる2023年度も、たくさんの出会い、ご縁、そしてハプニング !?がありました。
これまでの事業報告に掲載できなかったプロジェクトやイベント、
そして HASSYADAI socialの positive ! physical ! playful ! なニュースをお届けします。

HASSYADAI social
NEWS 2023

of�cial news 07

大阪府教育委員会との連携協定を締結

詳しくはp.22-23 へ

めったに集まらない
社員メンバー全員がオフィスに集合!

♥
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恩人対談

あなたのおかげで

HASSYADAI social の代表を務める三浦宗一郎、勝山恵一。
「Choose Your Life !」を掲げ、全国の若者たちに自己決定
のきっかけをつくり続けている彼ら2人自身の「きっかけ」となっ
た「恩人」との対談をお届けする本企画。それぞれのルーツを知
る旅にようこそ… !

聞き手／岡山史興（70seeds）

杉浦大輔
サッカー部監督・バンドマン

三浦宗一郎

み
ん
な
を
元
気
に
す
る

人
と
の
関
わ
り
方
を
教
え
て
く
れ
た

―

三
浦
さ
ん
の
「
恩
人
」
と
し
て
今
回
ご
紹

介
い
た
だ
く
杉
浦
さ
ん
は
、
高
校
時
代
か
ら

の
つ
な
が
り
だ
そ
う
で
す
ね
。

三
浦
　
ま
さ
し
く
、
僕
の
ル
ー
ツ
で
す
！
高

校
1
〜
2
年
生
の
と
き
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
監

督
で
お
世
話
に
な
っ
て
。
卒
業
後
も
石
巻
の

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
ラ
イ
ブ
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
大
事
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
つ
も
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
。

杉
浦
　
社
会
に
出
て
か
ら
色
ん
な
人
に
出
会

い
、
見
て
き
た
と
思
う
し
、
そ
の
中
で
紹
介

し
た
い
人
と
し
て
僕
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
た
ぶ
ん
苦
渋
の
決
断

だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
（
笑
）。

―

（
笑
）。
東
日
本
大
震
災
の
年
に
出
会
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
杉
浦
さ
ん
か
ら
見
た
当

時
の
三
浦
さ
ん
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
？

杉
浦
　
僕
が
生
徒
と
し
て
見
て
い
た
彼
は
、

も
の
ご
と
に
対
す
る
熱
量
が
頭
一
つ
抜
け
て

い
た
。
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
や
コ
ー
チ
勢
も
み

ん
な
そ
う
言
っ
て
て
。
僕
ら
が
一
番
心
配
し

た
の
は
、
突
き
抜
け
過
ぎ
て
て
一
人
で
ど
こ

か
へ
飛
ん
で
行
か
な
い
か
と
い
う
部
分
で
し

た
ね
。
当
初
は
想
定
通
り
、
抜
き
ん
出
て
い

る
彼
に
つ
い
て
い
け
な
い
メ
ン
バ
ー
が
い
て
。

雰
囲
気
が
悪
い
と
き
も
見
て
き
た
し
、
チ
ー

ム
が
上
手
く
ま
と
ま
ら
な
い
と
悩
ん
で
い
る
、

葛
藤
し
て
い
る
彼
も
見
て
き
た
。
ど
う
打
破

す
る
か
一
緒
に
相
談
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

三
浦
　
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
た
と
き
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
意
識
高
か
っ
た
ん
で
、
が
ん
ば
り
た

か
っ
た
。
が
ん
ば
れ
な
い
ヤ
ツ
が
許
せ
な
く

て
、
そ
う
し
た
ら
周
り
が
自
分
を
避
け
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ
を
誰
に
も
バ
レ

た
く
な
い
か
ら
何
と
か
し
て
い
た
け
ど
、
あ

る
日
の
部
活
終
わ
り
に
杉
浦
さ
ん
に
呼
ば
れ

て
。

杉
浦
　（
あ
の
と
き
の
お
前
は
）
何
に
対
し
て

も
キ
レ
て
た
も
ん
な
。
あ
き
ら
め
な
い
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
い
と
と
思
っ
て
。

―

そ
の
と
き
見
て
い
た
杉
浦
さ
ん
は
、
三
浦

さ
ん
に
ど
う
い
う
言
葉
を
か
け
た
ん
で
す
か
。

杉
浦
　
ど
う
い
う
言
葉
だ
っ
た
か
は
正
直
あ

ま
り
覚
え
て
い
な
い
け
れ
ど
、「
宗
一
郎
（※

三
浦
）
ら
し
く
」
と
話
し
て
い
た
と
思
う
。

当
時
、「
〜
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
い
う
キ
ャ

プ
テ
ン
シ
ッ
プ
が
彼
の
中
で
燃
え
上
が
り
す

ぎ
て
、
苦
し
ん
で
い
た
。
で
も
そ
れ
は
彼
が

悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
、「
そ
の
ま
ま
行
け
」

と
ま
ず
は
言
っ
た
よ
な
。
そ
し
て
副
キ
ャ
プ

テ
ン
に
刺
激
を
し
た
か
な
。
宗
一
郎
に

「
ち
ょ
っ
と
待
て
」
と
は
言
わ
ず
、
進
ん
で
行

く
彼
に
、
付
い
て
行
け
る
メ
ン
バ
ー
の
育
成

へ
シ
フ
ト
し
た
の
は
覚
え
て
る
。
宗
一
郎
に

は
ほ
と
ん
ど
教
え
て
な
い
で
す
よ
。
あ
と
は
、

経
験
を
い
っ
ぱ
い
積
ま
せ
て
卒
業
さ
せ
れ
ば

良
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
。

三
浦
　
自
分
と
し
て
は
熱
意
の
ギ
ャ
ッ
プ
は

す
ご
く
感
じ
て
い
た
け
れ
ど
、
周
り
か
ら
の

リ
ス
ペ
ク
ト
は
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
か
っ
た

し
自
分
も
周
り
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
と
い
う

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
当
時
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
を
元
気
に
し
て
い
く
杉
浦
さ
ん

を
見
な
が
ら
、
人
と
の
関
わ
り
方
を
マ
ネ
し

て
覚
え
て
い
ま
し
た
。

―

当
時
の
様
子
っ
て
、
今
の
三
浦
さ
ん
の
姿

か
ら
想
像
が
つ
か
な
い
で
す
も
ん
ね
。

杉
浦
　
ア
ハ
ハ
ハ
！
本
当
？
そ
う
か
。

―

今
は
周
り
に
対
し
て
の
配
慮
や
リ
ス
ペ
ク

ト
も
あ
る
し
、
部
活
時
代
の
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
、
今
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
す
ご
く
思

い
ま
し
た
。

杉
浦
　
俺
か
ら
見
た
ら
全
然
変
わ
っ
て
な
い

け
ど
な
（
笑
）。

指
導
者
、
社
会
人
、
バ
ン
ド
マ
ン…

俺
の
す
べ
て
の
顔
を
見
せ
た
よ（
笑
）。

三
浦
　
ま
さ
に
あ
の
2
年
間
を
振
り
返
る
と
、

人
と
し
て
の
土
台
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た

気
が
す
る
。
た
だ
土
台
だ
け
で
は
生
き
て
い

け
な
く
て
。
就
職
し
て
当
時
の
仕
事
に
限
界

を
感
じ
て
い
た
と
き
、
2
0
1
4
年
の
G
W

だ
っ
た
ん
で
す
が
被
災
地
の
石
巻
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
て
、
支
援
活
動
も
し
ま
し
た
。

あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
視
点
を
上
げ
て
く
れ
て

い
た
の
も
、
や
っ
ぱ
り
杉
浦
さ
ん
で
し
た
。

杉
浦
　
覚
え
て
る
も
ん
。
お
前
に
も
っ
と
色

ん
な
も
の
見
せ
て
あ
げ
た
い
っ
て
、
俺
の
衝

動
で
声
を
か
け
た
。
別
に
、
宗
一
郎
が
そ
の

と
き
悩
ん
で
い
た
か
ら
と
か
で
は
な
く
て
。

離
れ
て
も
連
絡
は
取
っ
て
い
た
け
ど
、
全
然

熱
量
が
落
ち
て
な
い
ん
だ
な
と
感
じ
た
か
ら
、

早
い
段
階
で
外
の
世
界
を
見
せ
て
あ
げ
た

か
っ
た
。
リ
ア
ル
な
も
の
を
求
め
た
と
き
に
、

被
災
地
支
援
活
動
が
持
っ
て
こ
い
で
し
た
。

三
浦
　
今
の
僕
の
行
動
も
、
思
い
立
っ
た
ら

す
ぐ
行
動
す
る
、
衝
動
で
す
も
ん
ね
。
だ
か

ら
こ
そ
18
歳
の
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
石
巻

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

て
言
葉
だ
け
じ
ゃ
な
く
音
楽
と
い
う
、
言
語

じ
ゃ
な
い
衝
撃
を
も
ら
っ
た
の
は
良
か
っ
た
。

「CH
O
O
SE YO

U
R LIFE FES #

18
歳
の

成
人
式 

」
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
、
原
点
と
な

る
体
験
で
す
。

杉
浦
　
俺
の
指
導
者
と
し
て
の
顔
、
社
会
人

の
先
輩
と
し
て
の
顔
、
そ
し
て
バ
ン
ド
マ
ン

と
し
て
の
顔
。
す
べ
て
を
見
せ
ら
れ
た
か
な
。

同
等
以
上
の
パ
ン
チ
を

返
し
続
け
て
く
れ
る
の
が
、

杉
浦
さ
ん

―

当
時
の
お
二
人
が
い
た
か
ら
今
の
よ
う
に
人

格
形
成
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
今
の

三
浦
さ
ん
を
見
て
、ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。

杉
浦
　
成
長
し
た
か
は
別
と
し
て
、
人
物
像

は
全
然
変
わ
っ
て
な
い
。
宗
一
郎
と
関
わ
る

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
の
み
な
さ
ん
が
、

ど
ん
ど
ん
行
動
範
囲
が
広
が
っ
た
り
、
深
み

が
で
き
た
り
、
人
生
そ
の
も
の
が
変
化
し
て

い
る
の
を
感
じ
て
い
る
。
多
分
そ
れ
っ
て
、

彼
の
何
が
良
く
な
っ
た
と
か
で
は
な
く
、
彼

そ
の
ま
ま
の
言
葉
に
で
き
な
い
魅
力
だ
と
思

う
。
取
り
囲
む
関
係
者
の
人
た
ち
が
ニ
コ
ニ

コ
笑
っ
て
い
れ
ば
、
彼
は
成
長
し
て
る
ん
だ

な
と
感
じ
て
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
る
。

そ
れ
以
上
は
求
め
て
な
い
で
す
。

三
浦
　
僕
か
ら
見
て
も
杉
浦
さ
ん
は
変
わ
っ

て
な
い
で
す
ね
。
去
年
の
4
月
に
は
、
東
京

で
の
ラ
イ
ブ
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

杉
浦
　
自
分
は
音
楽
で
人
生
形
成
さ
れ
て
、

苦
し
い
思
い
も
、
良
い
思
い
も
何
度
も
し
て

き
た
。
俺
の
通
り
に
生
き
な
さ
い
と
言
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
生
き
方
を
教
え
て
あ
げ
た

い
。
選
択
肢
や
引
き
出
し
を
多
く
持
っ
て
お

け
と
。
こ
ん
な
ヤ
ツ
が
い
た
と
、
覚
え
て
い

て
も
ら
え
れ
ば
十
分
で
す
。
お
前
が
仕
事
を

辞
め
る
と
き
も
、
決
意
を
報
告
し
に
来
た
よ

な
。
全
然
止
め
る
気
は
な
か
っ
た
。
も
う
「
次

の
挑
戦
し
ま
す
」
っ
て
感
じ
だ
っ
た
し
。
む

し
ろ
「
良
い
な
、
行
け
」
と
思
っ
た
。

―

三
浦
さ
ん
が
、
外
の
世
界
を
見
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
が
杉
浦
さ
ん
な
ん
で
す
ね
。

三
浦
　
今
と
な
っ
て
は
お
互
い
全
然
違
う
場

所
に
い
る
は
ず
な
の
に
、
杉
浦
さ
ん
は
僕
の

「
こ
ん
な
こ
と
に
悩
み
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」
に
対
し
て
、
同
等
以
上
の
パ
ン

チ
を
返
し
続
け
て
く
れ
る
。
バ
ン
ド
と
い
う

持
ち
場
が
あ
り
、
や
っ
て
い
る
こ
と
自
体
と

い
う
よ
り
、
そ
こ
で
の
爆
発
力
が
か
っ
こ
い

い
。
自
分
も
ち
ゃ
ん
と
挑
戦
し
続
け
、
杉
浦

さ
ん
み
た
い
に
後
輩
の
挑
戦
に
も
「
良
い
ね
」

と
言
え
る
お
と
な
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。

仕
事
、音
楽
、初
期
衝
動…

　
人
生
の
全
て
を
教
わ
っ
た
人
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恩人対談

第二の人生をともにスタート
道が変わっても幼馴染のような人

小林誠司
HASSYADAI 創設メンバー

勝山恵一
あなたのおかげで

レ
ジ
袋
を
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
に
す
る
男
と

メ
モ
が
ひ
ら
が
な
の
男

―

小
林
さ
ん
と
勝
山
さ
ん
は
も
う
だ
い
ぶ
長
い
付
き

合
い
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

勝
山
　
小
林
く
ん
は
「Choose Your LIfe!

」
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
「
同
志
」
な
ん
で
す
よ
。

2
0
1
5
年
に
、
大
阪
の
京
橋
に
営
業
研
修
で
降
り

立
っ
て
、
そ
こ
で
初
め
て
僕
は
小
林
く
ん
と
会
っ
た
。

研
修
な
の
に
唯
一
カ
バ
ン
持
っ
て
な
く
て
、
コ
ン
ビ

ニ
の
袋
を
下
げ
て
た
の
が
小
林
く
ん
（
笑
）。

―

結
構
強
い
第
一
印
象
で
す
ね
。
お
ふ
た
り
は
ど
う

仲
良
く
な
っ
た
ん
で
す
か
。

勝
山
　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
ず
っ
と
一
緒
に
住
ん
で
た
。

小
林
　
当
時
の
恵
ち
ゃ
ん
は
ガ
キ
大
将
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
、
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
存
在
で

し
た
。
た
だ
気
性
も
荒
く
て
。
自
分
は
多
分
全
員
と
、

結
構
言
い
合
い
の
ケ
ン
カ
を
し
て
る
ん
で
す
よ
。
恵

ち
ゃ
ん
は
絶
対
折
れ
な
い
、
ア
ツ
い
ヤ
ツ
。

ー
た
し
か
に
ア
ツ
い
で
す
よ
ね
（
笑
）。
仕
事
の
面
は

ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

小
林
　
自
分
と
も
う
1
人
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
も
1
週

間
ほ
ど
後
に
、
恵
ち
ゃ
ん
が
同
じ
営
業
を
始
め
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
、
彼
は
初
月
で
1
位
を
取
り
、
翌
月

は
全
国
で
も
1
位
を
取
っ
ち
ゃ
う
。
あ
る
と
き
、
彼

の
小
さ
い
営
業
メ
モ
が
落
ち
て
る
の
を
見
た
こ
と
が

あ
っ
て
。
気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ん
か
が

山
盛
り
書
い
て
あ
っ
て
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ー
影
の
努
力
を
見
た
わ
け
で
す
ね
。

小
林
　
は
い
。恵
ち
ゃ
ん
は
元
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
も
高
い
し
、
セ
ン
ス
が
す
ご
い
、
天
才
だ
と
言

わ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
実
は
、
努
力
の
量
が
違
う
。

数
字
を
出
す
た
め
に
裏
付
け
ら
れ
た
努
力
量
が
、
圧

倒
的
に
自
分
と
違
っ
た
ん
で
す
。
メ
モ
が
ひ
ら
が
な

ば
っ
か
り
な
の
も
衝
撃
で
し
た
が
（
笑
）。
そ
れ
か
ら

は
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
よ
り
も
尊
敬
で
き
て
か
つ
、
つ

い
て
い
き
た
い
同
志
に
な
り
ま
し
た
ね
。
仕
事
に
対

し
て
の
考
え
方
・
あ
り
方
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
、
一
緒
に
東
京
へ
行
く
直
前
く
ら

い
。

共
同
生
活
で
見
た
お
互
い
の
強
み
と

学
校
を
作
る
夢

―

そ
の
活
躍
の
仕
方
っ
て
、
ま
さ
に
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン

タ
ー
ン
が
目
指
し
て
い
た
も
の
で
す
よ
ね
。

勝
山
　
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
う
構
想
が
僕
の

頭
に
あ
っ
た
か
と
言
わ
れ
た
ら
、
正
直
な
か
っ
た
。

と
り
あ
え
ず
目
の
前
の
目
標
達
成
に
必
死
で
、
そ
れ

し
か
考
え
て
な
か
っ
た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
に
「
学
校

を
作
り
た
い
ね
」
と
ず
っ
と
言
わ
れ
て
、
み
ん
な
で

考
え
て
。
た
だ
そ
の
と
き
も
ま
だ
、
ぼ
ん
や
り
と
し

て
い
ま
し
た
。

―

勝
山
さ
ん
か
ら
見
た
小
林
さ
ん
は
、
ど
う
い
う
感

じ
？

勝
山
　
シ
ン
プ
ル
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
も
し
ろ
い
で

す
よ
（
笑
）。
僕
の
家
に
「
ハ
ム
ス
タ
ー
を
持
っ
て
き

て
良
い
で
す
か
」
っ
て
い
き
な
り
言
い
だ
し
て
、
阪

急
電
車
で
大
阪
か
ら
京
都
ま
で
、
段
ボ
ー
ル
に
ハ
ム

ス
タ
ー
を
入
れ
て
本
当
に
持
っ
て
き
た
り
。
僕
の
家

の
冷
蔵
庫
に
、
勝
手
に
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
入
れ
て
保
管

し
た
り
と
か
。
あ
と
、
僕
に
は
な
い
力
も
あ
り
ま
す
。

数
字
に
強
く
て
、
計
画
的
。
僕
は
感
情
と
感
覚
で
判

断
し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
失
敗
す
る
か

も
し
れ
な
い
博
打
的
な
と
こ
ろ
を
、
目
標
を
立
て
て

下
支
え
し
て
く
れ
て
い
た
。
個
人
レ
ベ
ル
で
の
営
業

で
は
な
く
チ
ー
ム
と
し
て
育
て
る
の
は
、
僕
に
は
絶

対
で
き
な
か
っ
た
で
す
ね
。

一
生
な
く
な
ら
な
い
家
族
で
あ
り
、
戦
友

―

小
林
さ
ん
は
今
、
違
う
と
こ
ろ
で
営
業
職
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル

で
は
な
い
道
へ
進
ん
だ
の
は
、ど
う
い
う
背
景
が
あ
っ

た
の
で
す
か
。

小
林
　
辞
め
た
当
時
、
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
が
形

に
な
っ
て
、
僕
は
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
の
方
へ
部
署
移

動
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
ヤ
ン
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
へ

の
思
い
が
強
す
ぎ
て
、
同
じ
熱
量
で
別
事
業
に
取
り

組
め
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
が
当
初
叶
え
た
か
っ
た

未
来
は
あ
る
種
認
め
ら
れ
て
、
役
割
を
終
え
た
よ
う

な
感
覚
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
改
め
て
何
を
や
り

た
い
か
考
え
相
談
し
た
う
え
で
、
そ
の
決
断
は

「Choose Your Life

」
だ
ね
、や
り
た
い
な
ら
や
っ

て
み
た
ら
と
、
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
辞
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
会
社
と
し
て
の
フ
ェ
ー
ズ
も
変
化

し
て
い
る
時
期
で
し
た
ね
。

―

京
都
で
の
営
業
時
代
か
ら
、
東
京
で
ヤ
ン
キ
ー
イ

ン
タ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
苦
楽
を
共
に
し
た
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
そ
こ
を
離
れ
て
自
分
の
道
に
行
き
つ
つ
、
今

こ
う
し
て
、「
勝
山
さ
ん
の
恩
師
」
の
よ
う
な
形
で
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
離
れ
て
か
ら
も
親
交
は
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

勝
山
　
わ
り
と
定
期
的
に
会
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
営
業
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
、
あ
る
意
味
「
新
た
な
勝
山
」
の

ス
タ
ー
ト
な
の
で
。
そ
こ
か
ら
自
分
の
新
た
な
人
生

を
作
り
上
げ
て
い
る
時
期
を
と
も
に
過
ご
し
た
小
林

く
ん
と
は
幼
馴
染
の
よ
う
な
感
覚
で
す
。

小
林
　
自
分
も
で
す
。
地
元
を
出
た
こ
と
も
な
か
っ

た
け
ど
、
異
業
種
へ
飛
び
込
み
、
ゼ
ロ
か
ら
一
緒
に

作
っ
た
の
で
。

―

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
っ
て
、
チ
ー
ム
感
あ
り
ま
す
よ
ね
。

神
輿
を
み
ん
な
で
担
ぐ
感
じ
。
仲
間
が
い
る
か
ら
が

ん
ば
っ
て
き
て
、
違
う
道
に
進
む
と
な
っ
た
と
き
、

ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
。

勝
山
　
僕
は
正
直
、
あ
ま
り
違
和
感
な
く
て
、
全
力

で
応
援
と
い
う
感
じ
。
小
林
く
ん
含
め
3
人
が
辞
め

た
と
き
っ
て
、
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
に
も
人
が
多
く
入
り
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。

小
林
　
僕
も
違
和
感
は
な
く
、
後
押
し
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
。
同
志
と
し
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
寂
し
さ
っ
て
縁
が
な
く
な
る
と
感
じ
た
と

き
に
現
れ
る
も
の
で
、
こ
の
人
間
関
係
は
な
く
な
ら

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
根
底
に
あ
っ
た
。

恵
ち
ゃ
ん
に
は
そ
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い

―

「C
hoose Your Life

!

」
を
始
め
た
2
人
と

し
て
、
さ
ら
に
前
へ
進
む
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
る
、
今
の

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

小
林
　
事
業
会
社
と
し
て
、
伸
ば
す
ス
ピ
ー
ド
や
、

恵
ち
ゃ
ん
の
意
思
決
定
の
速
さ
が
本
当
に
す
ご
い
。

ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
は
旧
株
式
会
社
ハ
ッ

シ
ャ
ダ
イ
の
思
い
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
、ヤ
ン
キ
ー

イ
ン
タ
ー
ン
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
ま
す
。
社

会
的
意
義
の
あ
る
活
動
で
、
本
当
に
世
の
中
を
変
え

て
い
け
る
な
と
い
う
印
象
で
す
。…

恵
ち
ゃ
ん
を
ほ

め
て
、
何
か
も
ら
い
た
い
わ
け
ち
ゃ
う
で
（
笑
）。

勝
山
　
あ
り
の
ま
ま
で
い
た
い
け
れ
ど
、自
信
を
持
っ

て
い
る
活
動
だ
か
ら
こ
そ
、
届
け
る
人
た
ち
の
期
待

に
応
え
た
い
と
い
う
か
。
絶
対
に
成
し
遂
げ
た
い
と

い
う
達
成
欲
と
、
仲
間
と
よ
り
良
い
組
織
に
し
た
い

気
持
ち
が
強
す
ぎ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
の
か

な
。

―

不
安
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
て
い
る
様
子
は
、

外
か
ら
じ
ゃ
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。
最
後

に
、
こ
れ
か
ら
の
勝
山
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と
を
、

小
林
さ
ん
か
ら
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
林
　
恵
ち
ゃ
ん
に
は
そ
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
今
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
す
べ
て
で
、
ハ
ッ

シ
ャ
ダ
イ
ソ
ー
シ
ャ
ル
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
三
浦

さ
ん
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
。
そ
の
ま
ま
自
分
ら
し
い

形
で
、
と
に
か
く
元
気
で
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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団体概要

ご寄付・ご支援のお願い
「Choose Your Life !」のメッセージをより多くの高校生や若者へ届けるため、

ご寄付でのご支援をお願いしております。
いただいたご寄付は、講演やプログラムを無償提供するための活動費、運営費などに活用いたします。

ひとりひとりの “元気”を諦めず、より多くの高校生や若者へ活動を、機会を、出会いを
私たちHASSYADAI socialとともに届ける仲間になりませんか。

ドキュメンタリー本を読む SNSをフォローする

ハッシャダイソーシャルを題材にしたド
キュメンタリー書籍、ジャーナリスト篠原
匡さん著『人生は選べる Choose Your
Life  ――「ハッシャダイソーシャル」1500
日の記録』が 2024 年 3 月19日に発売
されました。若者、学校、企業の方々など、
多くの関係者にご協力いただき、設立から
現在に至るまでの私たちが見てきた景色、
いま大事にしていることをまとめていただき
ました。ぜひご一読ください。

ハッシャダイソーシャルの活動について、各SNSでリ
アルタイムで更新しています。また、メディア掲載の
お知らせや、イベント情報についてもお知らせしてい
ますので、ぜひご覧ください。

一般社団法人 HASSYADAI social名称

〒106-6224
東京都港区六本木3丁目2-1
住友不動産六本木グランドタワー24階

所在地

2020年1月設立

勝山 恵一　三浦 宗一郎代表理事

上田 祥子　松田 悠介理事

5名（2024年3月）従業員数

https://social.hassyadai.com/HP

今回限りのご寄付での支援02
お好きな金額での単発のご支援もお待ちしております。
まずは、下記QRコードよりお名前・ご連絡先などの情報
をお送りください。いただいたメールアドレスに、振込先
口座情報をお送りいたします。

まずはこちらから
ご連絡ください!

https://social.hassyadai.com/donationformURL

HASSYADAI socialについてもっと知る

継続寄付による支援01
毎月のご寄付で高校生若者の“元気”を支えるマンスリーサポー
ターを募集しております。下記QRコードもしくは「ハッシャダイ
ソーシャル 寄付」で検索のうえ、READYFORサイトにアクセ
スいただき、お申し込みください。

お申し込みは
こちら!

ハッシャダイソーシャル 寄付

随時更新中!

江川和宏様／テルヤ電機株式会社 代表取締役社長

VOICE 法人パートナーの声
私たちテルヤ電機は、今年創業100周年を
迎える、電気設備と制御機器を販売する専
門商社です。「やってみなはれ」と「仕事
も遊びも一生懸命」をキーワードに企業活
動を続けております。

一度きりの人生だったら楽しまなくちゃ損です。カッコいい
大人を目指してもらいたいと思いますし、選択格差に悩んで
いる若者たちに少しでも夢と希望と勇気を届けられるよう
に、これからも HASSYADAI social 様と一緒に行動してま
いります。

VOICE 個人パートナーの声

植木浩美様／映像ディレクター

2020年に番組「ガイアの夜明け」で取材させ
ていただいたのをきっかけに、勝山さん＆三浦
さんに魅せられっぱなしです。最大の魅力は「明
るさ」と「突破力」。見ているだけで、こちら
が勇気をもらえます！でも今は、2人の思いを

継ぐ若者たちが増殖中で、より面白い組織に成長していることを
嬉しく思っています。熱くて、涙もろくて、自分にも他者にも正
直に動く若者たちが、本当に日本を変えてくれそうです。先日、
目の当たりにした「18歳の成人式」で、その思いを強くしました。
今後もずっと応援しますし、取材も続けさせて下さいね！

HASSYADAI socialの
活動を支える皆さま

私たちHASSYADAI socialの取り組みは、皆さまからのご寄付ご支援に支えられています。
2023年度、私たちとともに「ひとりひとりの“元気”をあきらめず」、活動をサポートしてくださった
法人をご紹介させていただきます。（敬称略・五十音順表記）

パートナー企業のご紹介

ウチダ商事株式会社 大塚製薬株式会社株式会社URAKATA 株式会社オールドルーキー

株式会社タイミー 株式会社タカラトミー

株式会社Dエンタープライズ

テルヤ電機株式会社

トヨタ自動車株式会社 日新火災海上保険株式会社 ミアヘルサ株式会社 ヤマト電機株式会社

ワイズネット株式会社株式会社ロッテ株式会社ユーザベース

株式会社アドウェイズ

株式会社鈴木商会 株式会社セイノースタッフサービス

18歳の成人式

18歳の成人式

18歳の成人式

18歳の成人式

18歳の成人式

18歳の成人式18歳の成人式お仕事図鑑講演 お仕事図鑑

お仕事図鑑

お仕事図鑑

講演

お仕事図鑑講演

お仕事図鑑講演

お仕事図鑑 18歳の成人式お仕事図鑑

お仕事図鑑

お仕事図鑑講演 18歳の成人式

お仕事図鑑講演 18歳の成人式ZENKAI 18歳の成人式 18歳の成人式
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